
73　　平安時代前期における桜の落花と雪の見立てについて

西　

野　

裕　

子

平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
桜
の
落
花
と
雪
の
見
立
て
に
つ
い
て

│
│
『
万
葉
集
』
に
み
え
る
庭
園
で
の
落
花
と
雪
の
見
立
て
と
の
比
較
か
ら
│
│

　

貞
観
八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
一
日
、
太
政
大
臣
藤
原
良

房
の
染
殿
第
に
お
い
て
、
清
和
天
皇
を
招
い
て
の
盛
大
な
観

桜
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う

題
の
も
と
で
詩
会
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
題
に
関

し
て
は
白
詩
を
出
典
と
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
同
時
代
の
歌
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
表
現

と
の
比
較
検
討
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
貞

観
期
を
含
む
平
安
時
代
前
期
の
歌
に
お
い
て
、
落
花
と
雪
の

見
立
て
は
ど
の
よ
う
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
良
房
邸
で
の
詩

宴
に
お
い
て
「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う
題
が
成
立
し
た
背
景

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌

集
』
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
は
、
庭
園
で
用
い
ら
れ

た
場
合
に
は
、
庭
園
の
花
樹
や
そ
の
庭
園
を
管
理
す
る
主
人

を
賞
賛
す
る
意
図
を
持
つ
表
現
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

こ
か
ら
「
落
花
無
数
雪
」
の
成
立
の
背
景
に
も
、
良
房
邸
の

桜
花
を
讃
え
る
意
図
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

一
、
良
房
邸
で
の
観
桜
宴
と
「
落
花
無
数
雪
」

二
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て

三
、
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て

四
、
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
桜
と
庭
園

五
、
良
房
邸
で
「
落
花
無
数
雪
」
が
用
い
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
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一
、
良
房
邸
で
の
観
桜
宴
と
「
落
花
無
数
雪
」

　

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
一
日
条
に
は
、

当
時
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
藤
原
良
房
の
邸
宅
、
染
殿
第
に
お
い
て
、

清
和
天
皇
及
び
百
官
の
侍
従
を
招
い
た
盛
大
な
観
桜
の
宴
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鸞
輿
幸
二

太
政
大
臣
東
京
染
殿
第
一

。
観
二

桜
花
一

。
王
公
已
下
及

百
官
扈
従
。
天
皇
御
二

釣
台
一

。
観
二

釣
魚
一

。
遷
二

射
殿
一

。
御
二

弓
矢
一

。
王
公
已
下
以
レ

次
射
。
御
二

東
門
一

覧
二

耕
田
農
夫
田
婦
一

。

雑
楽
皆
作
。
還
‐
二

御
望
遠
亭
一

。
覧
‐
二

翫
花
樹
一

。
伶
人
陪
二

於
歌
榭
一

。
皷
鐘
備
陳
。
絲
竹
繁
会
。
童
男
妓
女
。
花
間
迭
舞
。

喚
二

能
属
レ

文
者
数
人
一

。
賦
二

落
花
無
数
雪
詩
一

。
終
日
楽
飲
。

皇
歓
是
洽
。
群
臣
具
醉
。
宴
竟
。
親
王
已
下
五
位
已
上
及
六
府

将
監
尉
已
下
賜
レ

禄
各
有
レ

差
。
五
位
已
上
未
レ

得
二

解
由
一

者
預

焉
。
日
暮
車
駕
還
宮
。

記
載
に
よ
る
と
、
清
和
天
皇
は
釣
台
で
魚
を
釣
る
の
を
観
覧
し
、
射

殿
へ
移
動
し
て
弓
矢
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
東
門
に
お
い
て
農
夫
田

婦
の
耕
田
の
様
子
を
見
学
し
た
。
そ
こ
か
ら
望
遠
亭
に
移
っ
て
花
見

を
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
音
楽
の
演
奏
や
童
男
妓
女
の
舞
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
「
喚
二

能
属
レ

文
者
数
人
一

。

賦
二

落
花
無
数
雪
詩
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う

題
で
詩
を
賦
さ
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
賦
さ
れ
た
具
体

的
な
作
品
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
賦
二

〇
〇
詩
一

」
と
い
う
形
式
の
表
現
に
つ
い

て
は
、

　

貞
観
十
年
（
八
六
八
）
九
月
九
日
条
・
重
陽

天
皇
御
二

紫
宸
殿
一

。
宴
二

于
群
臣
一

。
内
教
坊
奏
二

女
楽
一

。
文
人

賦
二

喜
レ

晴
詩
一

。
宴
竟
賜
レ

禄
各
有
レ

差
。

　

貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
九
月
九
日
条
・
重
陽

天
皇
御
二

紫
宸
殿
一

。
賜
二

宴
群
臣
一

。
喚
二

文
人
一

賦
二

天
錫
難
レ

老

詩
一

。
内
教
坊
奏
二

女
楽
一

。
宴
竟
賜
レ

禄
各
有
レ

差
。

に
例
が
あ
る
。
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
九
月
九
日
条
の
重
陽
宴
の

詩
に
つ
い
て
は
、『
菅
家
文
草
』
に
「
九
月
侍
宴
、
同
賦
二

天
錫
レ

難
レ

老
一

、
応
レ

製
。（
巻
第
一
・
五
六
）」
と
題
し
て
序
文
と
漢
詩
文
が

残
っ
て
お
り
、
清
和
天
皇
よ
り
賜
っ
た
題
に
応
じ
て
臣
下
で
あ
る
道

真
が
詩
を
賦
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
右
記
の
例
を
み
る
限

り
で
は
「
賦
二

落
花
無
数
雪
詩
一

」
と
い
う
記
載
に
つ
い
て
も
、「
落

花
無
数
雪
」
と
い
う
題
の
も
と
で
詩
が
賦
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
よ
い

も
の
と
考
え
る
。

　

で
は
、
誰
が
題
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
三
代
実
録
』

は
宇
多
太
上
天
皇
の
「
始
レ

自
二

貞
観
一

。
爰
及
二

仁
和
一

。
三
代
風
猷

未
レ

著
二

篇
牘
一

。
若
缺
文
之
靡
レ

補
。
恐
二

盛
典
之
長
虧
一

」
と
い
う
編

纂
意
識
に
よ
り
、
藤
原
時
平
や
大
蔵
善
行
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
序
文
に
「
君
擧
必
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
振
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る
舞
い
を
必
書
す
る
と
い
う
態
度
で
書
か
れ
て
お
り
、
天
皇
以
外
の

人
物
に
よ
る
言
動
に
つ
い
て
は
「
太
政
大
臣
以
二

肴
醑
一

賜
二

扈
従
群

臣
文
武
官
一

。
…
。
太
政
大
臣
別
令
三

伶
人
教
二

‐
習
楽
一
部
一

。（
貞

観
六
年
（
八
六
四
）
二
月
二
十
五
日
条
）」「
菅
野
朝
臣
佐
世
発
二

尚

書
題
一

。（
同
年
八
月
三
日
条
）」
と
い
う
よ
う
に
主
語
が
明
記
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
良
房
邸
で
の
「
喚
二

能
属
レ

文
者
数
人

一

。
賦
二

落
花
無
数
雪
詩
一

」
に
は
、
他
者
に
よ
る
も
の
と
い
う
記
載

が
な
い
た
め
、
清
和
天
皇
が
提
示
し
た
題
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う
詩
題
は
、
良
房
邸
に
植
え
ら
れ
て

い
る
桜
の
「
落
花
」
を
「
無
数
雪
」
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
る
が
、

日
本
に
お
い
て
桜
の
落
花
を
雪
に
見
立
て
た
最
初
の
例
で
あ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る（
１
）
。
確
か
に
、『
懐
風
藻
』『
凌
雲
集
』『
経
国
集
』

『
文
華
秀
麗
集
』
と
い
っ
た
過
去
の
漢
詩
集
や
、『
菅
家
文
草
』『
田

氏
家
集
』
な
ど
の
同
時
代
や
近
い
時
代
の
漢
詩
表
現
を
探
っ
て
も
、

桜
を
雪
に
見
立
て
た
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
詩
題
の
出
典
と
し
て
白
居
易
の
次

の
詩
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
２
）。

「
残
春
詠
懐
贈
二

楊
慕
巣
侍
郎
一

」（『
白
氏
文
集
』・
三
二
六
一
）

位
逾
二

二
品
一

日
、
年
過
二

六
旬
一

時
。
不
レ

道
二

官
班
下
一

、
其
如
二

筋
力
衰
一

。
猶
憐
二

好
風
景
一

、
轉
重
二

旧
親
知
一

。
少
壮
難
二

重

得
一

、
歓
娯
且
強
爲
。
興
来
池
上
酌
、
醉
出
袖
中
詩
。
静
話
開
レ

襟
久
、
閑
吟
放
レ

盞
遅
。
落
花
無
限
雪
、
残
鬢
幾
多
絲
。
莫
レ

説

傷
心
事
、
春
風
酒
易
レ

悲
。

　

こ
の
詩
は
、
六
十
歳
を
過
ぎ
た
白
居
易
が
旧
友
に
送
っ
た
も
の
で

あ
る
。「
其
如
二

筋
力
衰
一

」「
残
鬢
幾
多
絲
」
と
い
う
よ
う
に
身
体
や

容
姿
の
衰
え
を
感
じ
な
が
ら
も
、「
興
来
池
上
酌
、
醉
出
袖
中
詩
」

「
莫
レ

説
傷
心
事
、
春
風
酒
易
レ

悲
」
と
い
う
よ
う
に
、
春
の
良
い
風

景
の
中
で
酒
に
酔
っ
て
老
い
の
悲
し
み
を
忘
れ
よ
う
で
は
な
い
か
と

詠
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
詩
の
中
で
頭
上
よ
り
無
限
に
降
り
来

る
雪
の
よ
う
に
白
い
落
花
は
、
そ
の
白
い
色
か
ら
、
幾
多
の
糸
の
よ

う
に
白
い
鬢
髪
を
連
想
さ
せ
も
の
と
し
て
詠
わ
れ
る
。

　

良
房
邸
で
の
観
桜
の
宴
で
は
、
桜
の
花
が
散
る
中
で
「
終
日
楽
飲
。

皇
歓
是
洽
。
群
臣
具
醉
」
と
い
う
よ
う
に
酒
宴
に
興
じ
る
人
々
の
姿

が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
白
居
易
の
詩
は
咲
き
散
る
花
の
下
で
酒
の
享

楽
に
よ
っ
て
老
い
へ
の
嘆
き
を
忘
れ
よ
う
と
詠
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
白
詩
の
趣
向
は
、
良
房
邸
の
落
花
の
下
で
酒
に
陶
酔
す
る

人
々
が
詠
う
詩
の
趣
向
と
し
て
も
相
応
し
い
と
言
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
白
詩
で
は
落
花
が
「
無
限
雪
」
に
見
立
て
ら
れ
る

の
に
対
し
、
良
房
邸
で
の
題
で
は
落
花
が
「
無
数
雪
」
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
相
違
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
相
違
が
何
を
意
味
す
る
の
か

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う
題
の
も
と

で
ど
の
よ
う
な
詩
が
作
ら
れ
た
か
を
現
時
点
で
確
認
す
る
術
は
無
く
、

そ
の
場
の
人
々
が
白
詩
を
ど
の
よ
う
に
享
受
し
た
の
か
、
ま
た
、
他
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の
詩
歌
表
現
と
の
関
り
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
術
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
同
じ
貞
観
期
を
生
き
た
在
原
業
平
が
、

　

�
桜
の
花
の
さ
か
り
に
、
久
し
く
と
は
ざ
り
け
る
人
の
来
た
り

け
る
時
に
よ
み
け
る

あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
年
に
ま
れ
な
る
人
も
ま
ち

け
り�

（
春
上
・
六
二
・
読
人
し
ら
ず
）

　

返
し

今
日
来
ず
は
明
日
は
雪
と
ぞ
降
り
な
ま
し
消
え
ず
は
あ
り
と
も

花
と
見
ま
し
や�
（
春
上
・
六
三
・
在
原
業
平
）

と
い
う
よ
う
に
、
宿
の
主
と
の
贈
答
の
中
で
桜
の
落
花
を
雪
に
見
立

て
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
少
し
時
代
は
下
る
が
承
均
法
師

の
歌
に
も
、

　

雲
林
院
に
て
桜
の
花
の
散
り
け
る
を
見
て
よ
め
る

桜
散
る
花
の
所
は
春
な
が
ら
雪
ぞ
降
り
つ
つ
消
え
が
て
に
す
る

�

（
春
下
・
七
五
・
承
均
法
師
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ら
二
首
の
歌
を
手
が
か
り
に
、
貞
観
期
を
含
む
平

安
時
代
前
期
に
お
い
て
、
桜
の
落
花
と
雪
の
見
立
て
が
ど
の
よ
う
な

表
現
と
し
て
認
識
さ
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
、
貞
観

八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
一
日
の
良
房
邸
で
の
詩
宴
に
お
け
る
「
落

花
無
数
雪
」
が
成
立
す
る
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て

　

ま
ず
は
桜
に
限
定
せ
ず
、
落
花
と
雪
の
見
立
て
が
ど
の
よ
う
な
表

現
と
し
て
日
本
で
享
受
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
い
く
。
日
本
最
古

の
漢
詩
文
集
と
い
わ
れ
る
『
懐
風
藻
』
に
は
、「
芳
梅
含
レ

雪
散
、
嫩

柳
帯
レ

風
斜
。（
百
済
和
麻
呂
・
七
五
・「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅

讌
」）」
の
よ
う
に
梅
の
落
花
と
雪
と
が
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
詩
や
、

「
雲
羅
嚢
レ

珠
起
、
雪
花
含
レ

彩
新
。（
文
武
天
皇
・
一
七
・「
詠
レ

雪
」）」
と
い
う
よ
う
に
降
る
雪
を
落
花
に
見
立
て
た
詩
が
存
在
す
る
。

　

落
花
を
降
る
雪
に
見
立
て
た
例
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集
』
に
次

の
六
首
の
例
が
あ
る
。

①�

我
が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か
た
の
天
よ
り
雪
の
流
れ
来
る

か
も�

（
巻
第
五
・
八
二
二
・
大
伴
旅
人
）

②�

春
の
野
に
霧
立
ち
渡
り
降
る
雪
と
人
の
見
る
ま
で
梅
の
花
散

る�

（
同
・
八
三
九
・
筑
前
目
田
氏
真
上
）

③�

妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
紛
ふ
梅
の

花
か
も�

（
同
・
八
四
四
・
小
野
氏
国
堅
）

④�

淡
雪
か
は
だ
れ
に
降
る
と
見
る
ま
で
に
流
ら
へ
散
る
は
何
の

花
そ
も�

（
巻
第
八
・
一
四
二
〇
・
駿
河
采
女
）

⑤�
み
苑
生
の
百
木
の
梅
の
散
る
花
し
天
に
飛
び
上
が
り
雪
と
降

り
け
む�

（
巻
第
十
七
・
三
九
〇
六
・
大
伴
書
持
）

⑥�

我
が
苑
の
李
の
花
か
庭
に
散
る
は
だ
れ
の
い
ま
だ
残
り
た
る
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か
も�

（
巻
第
十
九
・
四
一
四
〇
・
大
伴
家
持
）

　

①
か
ら
③
は
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
年
に
大
宰
府
に
あ
る
大
伴

旅
人
邸
に
お
い
て
行
わ
れ
た
梅
花
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
②
③
に
お
け
る
梅
の
落
花
と
雪
の
見
立
て
表
現
に
つ
い
て
、
大

久
保
廣
行
氏
は
「
い
ず
れ
も
梅
花
の
宴
に
同
席
し
て
旅
人
歌
に
刺
激

さ
れ
て
成
っ
た
も
の
」
と
し
て
い
る（
３
）。

④
の
作
者
で
あ
る
駿
河
采
女

は
生
没
年
不
詳
で
あ
り
、
歌
の
詠
ま
れ
た
状
況
に
つ
い
て
も
不
明
で

あ
る
。「
何
の
花
ぞ
も
」
に
つ
い
て
は
多
く
の
注
釈
で
梅
の
花
と
す

る（
４
）。

⑤
は
「
大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首
」
と
い

う
題
詞
を
持
つ
。
旅
人
邸
で
の
梅
花
宴
で
詠
ま
れ
た
三
十
二
首
に
追

和
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
に
旅
人
の
子
で
あ

る
書
持
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歌
中
の
「
み
苑
生
」
は
、

旅
人
邸
の
庭
園
を
指
し
て
い
う
も
の
で
あ
る
。
⑥
の
「
我
が
園
の
」

歌
は
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
に
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
詠
ま
れ

た
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
歌
が
梅
の
落
花
を
雪
に
見
立
て
て
い
た

の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
李
の
落
花
が
雪
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
歌
に
つ
い
て
も
、
旅
人
歌
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
５
）。

　

以
上
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
を
用
い
た
歌

に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
六
首
の
歌
の
う
ち
三
首
が
庭
園
に
散
る
落

花
を
雪
に
見
立
て
て
い
る
と
い
う
点
は
、
落
花
と
雪
の
見
立
て
表
現

が
、
あ
る
特
定
の
場
所
で
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
②
③
が
旅
人
歌
に
触
発
さ
れ
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
六
首
中
五
首
が
庭
園
に
お
い
て
落
花
と
雪
の

見
立
て
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
歌
の
う
ち
三
首

が
、
旅
人
と
そ
の
子
供
で
あ
る
書
持
・
家
持
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
も
非
常
に
興
味
深
い
。
次
節
か
ら
、
旅
人
・
書
持
・
家
持
ら
三
者

の
歌
を
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
歌
の
表
現
に
は
何
か

共
通
の
認
識
が
あ
る
の
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

１
、「
梅
花
落
」
と
梅
花
宴

　

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
邸
に
お

い
て
盛
大
な
梅
花
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
集
っ
た
の
は
大
宰
府

首
席
次
官
紀
男
人
、
次
席
次
官
小
野
老
ら
の
官
人
や
国
司
ら
総
勢
三

十
二
名
の
人
々
で
あ
り
、「
こ
れ
だ
け
多
数
の
人
々
に
よ
る
歌
宴
は
、

万
葉
を
は
じ
め
、
上
代
の
文
献
に
お
い
て
は
他
に
例
を
み
な
い
。
し

か
も
、
中
央
の
文
学
的
制
約
か
ら
離
れ
て
、
大
陸
渡
来
の
海
樹
を
遠

の
朝
廷
の
官
邸
で
め
で
つ
つ
風
流
に
遊
ぶ
と
い
う
文
芸
活
動
は
、
文

学
史
の
面
か
ら
み
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
る（
６
）」

と
い
わ
れ
る
。
旅
人

歌
を
含
む
三
十
二
首
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
な
漢
詩
文
で
書
か
れ
た

序
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

梅
花
歌
卅
二
首　

并
序

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
二

于
帥
老
之
宅
一

、
申
二

宴
会
一

也
。

于
レ

時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
梅
披
二

鏡
前
之
粉
一

、
蘭
薫
二

珮
後
之
香
一

。
加
以
、
曙
嶺
移
レ

雲
、
松
掛
レ

羅
而
傾
レ

盖
、
夕
岫
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結
レ

霧
、
鳥
封
レ

縠
而
迷
レ

林
。
庭
舞
二

新
蝶
一

、
空
帰
二

故
鴈
一

。

於
レ

是
、
盖
レ

天
坐
レ

地
、
促
レ

膝
飛
レ

觴
。
忘
二

言
一
室
之
裏
一

、

開
二

衿
煙
霞
之
外
一

。
淡
然
自
放
、
快
然
自
足
。
若
非
二

翰
苑
一

、

何
以
攄
レ

情
。
請
紀
二

落
梅
之
篇
一

、
古
今
夫
何
異
矣
。
宜
下

賦
二

園
梅
一

、
聊
成
中

短
詠
上

。

　

序
文
の
作
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
岩
波
文
庫
本
『
万
葉

集
』
で
は
、「「
帥
老
」
の
「
老
」
は
敬
称
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

自
称
に
も
用
い
る
」
こ
と
、「
旅
人
の
歌
の
作
者
が
「
主
人
」
と
さ

れ
「
主
人
卿
」
な
ど
で
な
い
」
こ
と
か
ら
、
旅
人
自
身
が
序
を
作
り
、

歌
を
配
列
し
た
と
説
く（
７
）。

こ
の
序
文
に
つ
い
て
は
、
契
沖
が
『
万
葉

代
匠
記
』
に
お
い
て
王
羲
之
「
蘭
亭
序
」
と
の
関
り
を
指
摘
し
て
以

降
、
多
く
の
漢
詩
文
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

本
稿
と
関
わ
る
「
請
紀
二

落
梅
之
篇
一

」「
宜
下

賦
二

園
梅
一

、
聊
成
中

短

詠
上

」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

ま
ず
、「
請
紀
二

落
梅
之
篇
一

」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中

国
の
『
楽
府
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
梅
花
落
」
に
倣
っ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。『
楽
府
詩
集
』
に
は
十
三
首
の
「
梅
花
落
」
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
辰
巳
正
明
氏
は
そ
れ
ら
十
三
首
の
「
梅
花

落
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
辰
巳
氏
に

従
っ
て
「
梅
花
落
」
の
一
部
を
参
照
し
、
そ
の
内
容
を
み
て
い
く（
８
）。

　

一
つ
目
は
、「
い
ず
れ
も
遠
く
離
別
し
た
夫
（
男
）
を
待
つ
女
の

愁
い
を
詠
ん
だ
も
の
」
で
あ
り
、
情
詩
（
閨
房
詩
）
に
通
じ
る
も
の
。

梅
嶺
花
初
発
、
天
山
雪
未
開
。
処
処
疑
花
満
、
花
辺
似
雪
回
、

因
風
入
舞
袖
、
雑
粉
向
妝
台
。
匈
奴
幾
万
里
、
春
至
不
知
来
。

（
盧
照
鄰
）

鉄
騎
幾
時
回
、
金
閨
怨
早
梅
。
雪
中
花
已
落
、
風
暖
葉
応
開
。

夕
遂
新
春
管
、
香
迎
小
歳
杯
。
感
時
何
足
貴
、
書
裏
報
輪
台
。

（
沈
佺
期
）

金
砌
落
芳
梅
、
飄
颻
上
鳳
台
。
払
妝
疑
粉
散
、
逐
溜
似
萍
開
。

映
日
花
光
動
、
迎
風
香
気
来
。
佳
人
早
挿
髻
、
試
立
且
徘
徊
。

（
陳
後
主
）　

　

二
つ
目
は
、「
梅
の
性
質
を
賛
美
す
る
」
も
の
。

中
庭
雑
樹
多
、
偏
為
梅
咨
嗟
。
問
君
何
独
然
、
念
其
霜
中
能
作

花
。
霜
中
能
作
実
、
揺
蕩
春
風
媚
春
日
。
念
爾
零
落
逐
寒
風
飆
、

従
有
霜
華
無
霜
質
。（
鮑
照
）

終
冬
十
二
月
、
寒
風
西
北
吹
。
独
有
梅
花
落
、
飄
蕩
不
依
枝
。

流
連
逐
霜
彩
、
散
漫
下
冰
澌
。
何
当
与
春
日
、
共
暎
芙
蓉
池
。

（
呉
均
）

　

三
つ
め
は
、「
辺
境
防
備
の
軍
士
が
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の

（
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
立
場
と
し
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
）」

で
あ
る
。

中
庭
一
樹
梅
、
寒
多
葉
未
開
。
秪
言
花
是
雪
、
不
悟
有
香
来
。

上
郡
春
恒
晩
、
高
楼
年
易
催
。
織
書
偏
有
意
、
教
逐
錦
文
回
。

（
蘇
子
卿
）



79　　平安時代前期における桜の落花と雪の見立てについて

胡
地
少
春
来
、
三
年
驚
落
梅
。
偏
疑
粉
蝶
散
、
乍
似
雪
花
開
。

可
憐
香
気
歇
、
可
惜
風
相
催
。
金
鐃
且
莫
韻
、
玉
笛
幸
徘
徊
。

（
江
総
）

　

こ
う
し
た
詩
の
詠
ま
れ
方
に
つ
い
て
辰
巳
氏
は
「「
梅
花
落
」
に

情
詩
と
呼
び
得
る
内
容
の
詩
も
含
ま
れ
て
い
る
理
由
は
、
故
郷
に
待

つ
妻
の
立
場
で
そ
の
姿
を
詠
み
、
彼
等
自
身
が
そ
の
よ
う
に
し
て
故

郷
を
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、「
こ
の
よ
う
に
、

楽
府
「
梅
花
落
」
は
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
辺
境
に
あ
る
人
々
が
、

春
に
最
も
早
く
咲
く
梅
の
花
を
見
て
一
年
の
廻
り
来
た
の
を
感
じ
、

梅
の
花
の
散
る
の
を
見
て
懐
し
い
故
郷
を
思
う
、
そ
の
折
に
歌
わ
れ

る
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
故
郷
に
待
つ
妻
の
姿
を
詠
む
こ

と
で
、
懐
し
い
故
郷
を
思
う
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
す
る（
９
）。

そ
し
て
、
楽
府
「
梅
花
落
」
を
模
し
て
「
落
梅
之
篇
」
を
詠
ん
だ
旅

人
ら
の
作
品
も
「
彼
等
旅
人
を
中
心
と
し
た
官
人
集
団
が
、
等
し
く

奈
良
の
都
を
思
い
詠
む
、
謂
わ
ば
、
望
京
歌
群
で
あ
っ
た
と
推
測
し

得
る
」
と
す
る）
（1
（

。
ま
た
、
中
西
進
氏
も
「「
梅
花
落
」
は
辺
境
の
望

郷
詩
だ
っ
た
」
と
す
る）
（（
（

。
旅
人
の
和
歌
に
も
そ
う
し
た
詩
情
が
表
れ

て
い
る
と
し
、「
旅
人
が
し
き
り
に
辺
境
を
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、

今
自
分
が
都
を
遠
く
辺
境
に
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
で
、

先
に
述
べ
た
「
隠
流
」
の
感
と
一
体
の
動
機
が
、「
梅
花
落
」
を
選

択
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
す
る）
（1
（

。

　

一
方
、
岩
城
秀
夫
氏
は
楽
府
「
梅
花
落
」
の
表
現
の
変
遷
を
辿
る

中
で
、「
南
渡
し
た
東
晋
の
人
々
が
、
梅
の
花
の
白
さ
を
目
に
す
る

に
つ
け
、
北
地
の
雪
を
想
い
、
当
然
今
の
身
の
境
遇
を
想
い
、
そ
れ

が
悲
哀
に
つ
な
が
り
も
し
た
」
と
考
え
る
と
し
、
楽
府
「
梅
花
落
」

に
望
郷
の
念
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
時
間
の
経
過
と

そ
れ
に
伴
う
人
々
の
生
活
の
変
化
や
、
気
風
の
変
化
等
に
よ
っ
て

「
鮑
照
、
ま
た
そ
れ
以
後
の
作
に
は
、
悲
哀
の
情
よ
り
も
、
美
し
さ

を
詠
む
こ
と
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
し
か
し
題

の
み
は
「
落
」
の
字
を
つ
け
た
形
が
踏
襲
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
推
察
す
る）
（1
（

。
鮑
照
の
詩
が
梅
の
性
質
を
賛
美
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
辰
巳
氏
も
指
摘
し
て
い
た
が
、
岩
城
氏
は
蘇
子
卿
の
詩
に
つ
い

て
も
、
雪
に
見
ま
が
う
よ
う
な
白
い
花
び
ら
を
付
け
た
芳
し
く
香
る

梅
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
と
す
る）
（1
（

。
初
唐
の
盧
照
鄰
が
「
梅
花

落
」
に
望
郷
の
念
を
詠
い
、
南
朝
宋
の
鮑
照
が
「
梅
花
落
」
に
庭
園

の
梅
の
落
花
の
様
を
詳
細
に
詠
っ
て
い
る
た
め
、
時
代
の
経
過
と
と

も
に
詩
の
主
題
が
変
化
し
た
か
ど
う
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
「
梅
花
落
」
と
題
し
た

詩
に
お
い
て
も
表
現
さ
れ
る
内
容
は
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
一

編
の
詩
の
中
に
も
様
々
な
趣
向
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

実
際
に
蘇
子
卿
の
「
梅
花
落
」
で
は
、
前
半
で
「
中
庭
一
樹
梅
、
寒

多
葉
未
開
。
秪
言
花
是
雪
、
不
悟
有
香
来
」
と
い
う
よ
う
に
、
雪
と

見
ま
が
う
よ
う
な
白
さ
を
持
ち
つ
つ
、
雪
に
は
無
い
芳
香
も
持
っ
て

い
る
と
い
う
梅
の
性
質
に
つ
い
て
い
い
な
が
ら
、
後
半
で
は
「
上
郡
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春
恒
晩
、
高
楼
年
易
催
。
織
書
偏
有
意
、
教
逐
錦
文
回
」
と
、
故
事

を
引
用
し
つ
つ
辺
境
の
軍
士
の
立
場
で
詠
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
梅
花
宴
序
文
に
は
「
落
梅
篇
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
な
く

「
宜
下

賦
二

園
梅
一

聊
成
中

短
詠
上

」
と
も
あ
る
が
、
こ
の
「
園
梅
」
に

つ
い
て
、
金
井
清
一
氏
は
「
大
宰
府
帥
大
伴
旅
人
の
宅
で
催
さ
れ
た

宴
は
、
庭
園
が
歌
の
題
材
と
な
っ
た
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
漢
詩
に
は
し
ば
〳
〵
み
ら
れ
る
「
落
梅
の
詩
篇
」
の
向
こ
う
を

張
っ
た
風
雅
の
歌
詠
で
あ
っ
た
。
梅
花
を
賞
し
庭
園
を
歌
う
こ
と
は

大
陸
の
文
雅
の
趣
向
で
あ
り
、
そ
う
し
た
営
み
を
漢
詩
に
よ
っ
て
で

は
な
く
伝
統
的
な
歌
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
大
陸
の
文
化
が
よ
う
や

く
わ
が
国
の
貴
族
官
人
社
会
に
根
づ
い
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）
（1
（

」

と
す
る
。
庭
園
を
題
材
と
し
て
歌
を
詠
む
こ
と
自
体
が
、
旅
人
の
時

代
に
お
い
て
は
画
期
的
な
趣
向
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

楽
府
「
梅
花
落
」
が
一
編
の
詩
の
中
に
複
数
の
趣
向
を
内
包
し
て

い
る
よ
う
に
、
旅
人
邸
で
の
梅
花
三
十
二
首
に
つ
い
て
も
、
望
郷
の

念
を
含
む
多
彩
な
趣
向
と
表
現
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
で
、
特
に
散
る
梅
を

降
る
雪
に
見
立
て
た
宴
の
主
催
者
、
大
伴
旅
人
の
歌
を
取
り
上
げ
る
。

２
、
大
伴
旅
人
「
我
が
園
に
」
歌
に
つ
い
て

我
が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か
た
の
天
よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か

も�

（
巻
第
五
・
八
二
二
・
大
伴
旅
人
）

　

旅
人
の
表
現
を
見
る
と
、
ま
ず
は
「
我
が
園
に
梅
の
花
散
る
」
と

詠
い
だ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
鮑
照
「
梅
花
落
」
に
「
中
庭
雑
樹
多
、
偏

為
梅
咨
嗟
」
と
あ
っ
た
り
、
蘇
子
卿
に
「
中
庭
一
樹
梅
、
寒
多
葉
未

開
」
と
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
梅
の
所
在
や
状
態
を
い
う
も
の
で

あ
る
。
正
月
十
三
日
と
い
う
時
節
か
ら
実
際
に
梅
の
花
が
散
っ
て
い

た
か
に
つ
い
て
は
疑
念
を
持
た
れ
て
い
る
が）
（1
（

、
旅
人
の
歌
に
お
い
て

梅
は
庭
園
に
花
び
ら
を
散
ら
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
次
の
「
ひ

さ
か
た
の
」
は
、
天
や
光
な
ど
に
掛
か
る
枕
詞
で
あ
り
、
古
く
は
記

紀
歌
謡
に
用
例
が
み
ら
れ
る）
（1
（

。『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
に
は

「『
万
葉
集
』
で
は
一
字
一
音
の
仮
名
書
き
以
外
は
「
久
堅
」「
久

方
」
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
久
し
く
堅
固
な
も
の
の
意
や
き

わ
め
て
遠
い
彼
方
に
あ
る
も
の
の
意
か
ら
、「
天
」
に
接
続
す
る
と

理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る）
（1
（

」
と
あ
る
。
中
西
進
氏
は
「「
ひ

さ
か
た
の
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
空
は
無
限
の

広
が
り
を
も
ち
、
ま
さ
に
雪
の
乱
れ
来
る
空
に
ふ
さ
わ
し
い
。
次
々

と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
生
ま
れ
て
来
る
雪
片
を
ひ
め
て
、
雪
空
は
無

限
だ
か
ら
で
あ
る）
（1
（

」
と
評
す
る
。「
雪
の
流
れ
く
る
か
も
」
に
つ
い

て
は
、
小
島
憲
之
氏
が
、
詩
の
「
流
風
」「
流
霞
」「
流
雪
」
な
ど
の

「
流
何
」
と
い
う
表
現
の
応
用
で
あ
る
と
指
摘
す
る）
11
（

。
ま
た
、
辰
巳

氏
・
中
西
氏
は
、
盧
照
鄰
の
詩
中
の
「
花
辺
似
雪
回
」
の
影
響
を
指

摘
す
る）
1（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
旅
人
歌
は
「
梅
花
落
」
を
含
む
漢
詩
文
の
表
現
を
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巧
み
に
摂
取
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
梅

の
所
在
と
し
て
「
我
が
園
に
」
と
詠
う
の
は
旅
人
独
自
の
表
現
で
あ

る
。「
梅
花
落
」
詩
の
表
現
に
も
「
中
庭
」
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
た

が
、
自
邸
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
に
は

ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
旅
人
の
「
我
が
園
に
」
に

は
、
梅
花
宴
の
主
催
者
で
あ
り
こ
の
庭
園
の
主
人
で
も
あ
る
旅
人
の
、

初
春
の
良
い
時
期
に
園
梅
を
愛
で
る
風
流
な
宴
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

へ
の
喜
び
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
梅
の

落
花
が
雪
の
よ
う
に
庭
園
に
降
り
積
も
る
美
し
い
情
景
は
、
庭
園
の

主
人
で
あ
っ
た
旅
人
に
と
っ
て
、
非
常
に
誇
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。『
万
葉
こ
と
ば
事
典
』
で
は
、
梅
は
記
紀
及
び
『
風
土
記
』

に
は
確
認
さ
れ
ず
、『
万
葉
集
』
で
も
「
年
代
を
知
り
う
る
用
例
が

全
て
平
城
遷
都
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
は
八
世
紀
頃
に

大
陸
よ
り
渡
来
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る）
11
（

」
と
す
る
。『
万
葉

集
』・
巻
八
・
一
四
二
三
に
は
阿
倍
広
庭
の
「
去
年
の
春
い
掘
じ
て

植
ゑ
し
我
が
や
ど
の
若
木
の
梅
は
花
咲
き
に
け
り
」
と
い
う
歌
が
あ

り
、
自
邸
に
移
植
し
た
梅
が
根
付
き
、
開
花
し
た
喜
び
が
歌
わ
れ
て

い
る
。
旅
人
の
場
合
は
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
大
宰
府
の
邸
宅
で
、
庭

園
に
植
え
ら
れ
た
幾
本
も
の
梅
を
管
理
し
て
花
を
咲
か
せ
、
そ
れ
が

美
し
い
落
花
と
な
っ
て
庭
園
中
に
散
り
敷
く
と
い
う
最
高
の
状
態
で

梅
花
宴
を
迎
え
た
の
で
あ
り
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
の
情
景
が
実
景
で
は
な
く
歌
の
世
界
で
造
ら
れ
た
虚
構
の
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時
代
が
確
認
で
き
る
最
も
古
い
落
花
と
雪
の

見
立
て
の
例
が
、
旅
人
の
庭
園
に
お
け
る
梅
花
宴
の
席
で
そ
の
庭
園

の
主
人
で
あ
る
旅
人
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
が

後
世
の
歌
に
与
え
た
影
響
は
多
き
い
。

３
、
大
伴
書
持
「
み
苑
生
の
」
歌
に
つ
い
て

　

太
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首

み
苑
生
の
百
木
の
梅
の
散
る
花
し
天
に
飛
び
上
が
り
雪
と
降
り

け
む�

（
巻
第
一
七
・
三
九
〇
六
・
大
伴
書
持
）

　

題
詞
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
大
宰
府
で
の
梅
花
宴
で
詠
ま
れ

た
歌
に
追
和
す
る
形
で
詠
ま
れ
た
六
首
の
内
の
一
首
で
あ
る
。
歌
の

表
現
か
ら
、
旅
人
の
「
我
が
園
に
」
歌
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

こ
の
歌
で
注
目
さ
れ
て
来
た
の
は
、「
天
に
飛
び
上
が
り
雪
と
降

り
け
む
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
旅
人
歌
の
「
ひ
さ
か
た
の
天
よ
り

雪
の
流
れ
来
る
か
も
」
に
対
し
て
の
返
答
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
「
ア
メ
ニ
ト
ビ
ア
ガ
リ
は
今
見
て
も
突

拍
子
も
な
い
表
現
で
甚
だ
拙
い）
11
（

」、「
幼
稚
極
ま
る
と
こ
ろ
に
、
一
種

の
お
も
し
ろ
み
が
あ
る）
11
（

」
と
さ
れ
る
な
ど
、
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
小
島
憲
之
氏
は
そ
う
し
た
注
釈
に
触
れ
な
が
ら
、『
芸

文
類
聚
』「
梅
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
梁
簡
文
帝
の
梅
花
賦
を
例
に
、

詩
中
の
「
摽
半
落
而
飛
空
」
と
い
っ
た
表
現
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
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い
か
と
推
察
す
る）
11
（

。
小
島
氏
の
指
摘
は
そ
の
後
の
注
釈
で
も
参
照
さ

れ
て
お
り
、
橋
本
達
雄
氏
は
書
持
歌
に
つ
い
て
、「
こ
れ
も
小
島
氏

の
指
摘
の
よ
う
に
中
国
的
な
と
ら
え
方
で
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ

る）
11
（

」
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
首
全
体
の
解
釈
に
つ
い
て
は
「
あ
な
た

は
天
か
ら
雪
が
降
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す

が
、
じ
つ
は
そ
の
逆
で
、
散
っ
た
梅
の
花
び
ら
が
天
に
舞
い
上
が
っ

て
雪
の
よ
う
に
降
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
」
と
応
じ
た
と
す
る）
11
（

。

　

で
は
、
こ
の
歌
の
中
で
、
落
花
と
雪
の
見
立
て
は
ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
み
苑
生
」
と
あ
る
が
、
橋
本
四
郎

氏
は
「
宴
の
主
人
、
大
伴
旅
人
が
「
我
が
園
」
と
規
定
し
た
場
所
へ

の
敬
意
を
こ
め
て
、
こ
う
表
現
し
た
も
の
に
違
い
な
い）
11
（

」
と
す
る
が
、

そ
う
し
た
敬
意
は
「
百
木
の
梅
」
と
い
う
表
現
に
も
現
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
旅
人
邸
の
梅
に
つ
い
て
、
旅
人
自
身
は
梅
の
数
に
つ

い
て
は
詠
っ
て
い
な
い
。
一
方
書
持
は
「
百
木
の
梅
」
と
、
旅
人
の

庭
園
に
非
常
に
多
く
の
梅
の
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
情
景
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。
書
持
の
歌
の
中
で
詠
わ
れ
る
、
旅
人
の
庭
園
に
生
え

る
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
梅
林
は
、
同
時
代
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

規
模
を
誇
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
庭

園
の
梅
が
咲
い
て
無
数
の
花
び
ら
が
一
斉
に
飛
び
上
り
雪
の
よ
う
に

降
る
光
景
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
書

持
の
追
和
歌
に
は
旅
人
の
園
梅
へ
の
称
賛
の
思
い
や
、
庭
園
の
主
人

で
あ
る
旅
人
へ
の
賛
美
が
込
め
ら
れ
お
り
、
そ
う
し
た
歌
の
中
で
落

花
と
雪
の
見
立
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
、
大
伴
家
持
「
我
が
苑
の
」
歌
に
つ
い
て

　

�

天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
暮
に
、
春
苑
の
桃
李
の
花
を
眺

矚
し
て
作
る
二
首）
11
（

春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
娘
子

�

（
巻
第
一
九
・　

四
一
三
九
・
大
伴
家
持
）

我
が
苑
の
李
の
花
か
庭
に
散
る
は
だ
れ
の
い
ま
だ
残
り
た
る
か

も�

（
同
・
四
一
四
〇
・
同
）

　

家
持
の
四
一
四
〇
番
歌
は
、
庭
園
に
散
る
李
の
落
花
を
雪
に
見
立

て
た
上
で
、
私
の
苑
の
李
の
花
が
庭
に
散
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
は
だ
れ
が
ま
だ
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
歌

う
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
李
の
花
を
詠
じ
た
の
が
『
万
葉

集
』
中
に
は
家
持
の
こ
の
一
首
し
か
用
例
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。
梅
の
花
が
貴
族
の
庭
園
で
愛
玩
さ
れ
詩
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
李
の
花
は
当
時
ま
だ
非
常
に
珍
し
い
花
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
の
李
が
、
越
中
の
家
持
邸
の
庭
園
に
移
植
さ
れ
、

は
だ
れ
と
見
ま
が
う
ほ
ど
に
点
々
と
花
び
ら
が
散
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
佐
藤
隆
氏
も
そ
う
し
た
点
に
注
目
し
、「
何
れ
に
せ
よ
李
の
木

は
、
各
地
の
邸
宅
に
多
く
植
え
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

梅
の
木
以
上
に
特
殊
な
植
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
該
李
花
歌
を
理

解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
家
持
は
誇
ら
し
げ
に
「
我
が
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苑
」
と
詠
み
、
そ
の
珍
し
い
李
の
花
の
あ
り
様
に
着
目
し
、
梅
花
と

同
様
の
そ
の
花
弁
の
特
殊
な
白
色
の
光
に
注
目
し
て
、
万
葉
集
中
唯

一
の
新
世
界
の
作
品
を
詠
出
し
た
の
で
あ
る）
11
（

」
と
評
し
て
い
る
。

　

旅
人
邸
で
の
梅
花
宴
は
、
大
陸
渡
来
の
梅
が
、
大
宰
府
と
い
う
都

か
ら
遠
く
離
れ
た
旅
人
邸
に
植
え
ら
れ
、
そ
れ
が
満
開
と
な
り
、
落

花
が
は
る
か
天
よ
り
流
れ
て
来
る
雪
の
よ
う
に
庭
園
に
散
る
様
子
が

詠
わ
れ
て
い
た
。
李
に
関
し
て
も
同
様
に
、
漢
詩
文
で
は
多
く
詠
じ

ら
れ
て
き
た
が
、
歌
の
世
界
で
は
家
持
が
唯
一
詠
っ
た
よ
う
に
、
日

本
に
お
い
て
は
非
常
に
珍
し
い
植
物
だ
っ
た
。
そ
れ
が
越
中
の
家
持

邸
に
は
だ
れ
雪
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
に
所
々
に
植
え
ら
れ
、
花
を
付

け
、
そ
の
生
命
を
全
う
し
て
散
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
家
持
歌
に

お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
も
、
旅
人
の
場
合
と
同
様
に
、
庭
園
の

主
人
と
し
て
の
充
足
感
や
誇
ら
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

以
上
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
に
つ
い
て
み

て
き
た
。
大
宰
府
の
旅
人
邸
で
の
梅
花
宴
の
際
に
詠
ま
れ
た
「
我
が

園
に
」
歌
も
、
そ
れ
に
追
和
し
た
「
み
苑
生
の
」
歌
も
、
越
中
の
家

持
邸
で
三
月
一
日
の
暮
に
詠
ま
れ
た
「
我
が
苑
の
」
歌
も
、
大
陸
渡

来
の
珍
し
い
花
樹
の
無
数
の
落
花
を
、
庭
園
内
で
詠
う
際
に
用
い
て

い
る
、
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
落
花
と
雪

の
見
立
て
は
、
庭
園
に
散
る
花
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、

中
国
由
来
の
植
物
を
自
邸
の
庭
園
に
植
え
て
花
を
付
か
せ
、
庭
園
中

に
花
を
散
ら
せ
る
ま
で
に
管
理
し
て
い
る
主
人
に
と
っ
て
誇
り
を
表

し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
そ
う
し
た
庭
園
を
持
つ
主
人
へ
の
讃
美
へ
と
繋
が
る
も
の
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て

　

で
は
、
平
安
時
代
前
期
の
業
平
や
承
均
の
歌
に
お
い
て
も
、
先
に

見
て
き
た
よ
う
な
落
花
と
雪
の
見
立
て
表
現
の
手
法
や
認
識
が
み
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

１
、
在
原
業
平
「
今
日
来
ず
は
」
歌
に
つ
い
て

　

�

桜
の
花
の
さ
か
り
に
、
久
し
く
と
は
ざ
り
け
る
人
の
来
た
り

け
る
時
に
よ
み
け
る

あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
年
に
ま
れ
な
る
人
も
ま
ち

け
り�

（
春
上
・
六
二
・
読
人
し
ら
ず
）

　

返
し

今
日
来
ず
は
明
日
は
雪
と
ぞ
降
り
な
ま
し
消
え
ず
は
あ
り
と
も

花
と
見
ま
し
や�

（
春
上
・
六
三
・
在
原
業
平
）

　

業
平
が
桜
の
落
花
を
雪
に
見
立
て
て
詠
ん
だ
歌
は
、
右
記
の
読
人

し
ら
ず
歌
へ
の
返
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詞
書
に
は
、

桜
の
花
の
満
開
の
時
期
に
、
し
ば
ら
く
訪
ね
て
来
な
か
っ
た
人
（
業

平
）
が
久
し
ぶ
り
に
来
訪
し
て
き
た
時
に
詠
ん
だ
、
と
あ
る
。
こ
こ
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か
ら
は
、
業
平
が
訪
れ
た
人
の
宿
に
は
見
事
な
桜
の
樹
が
あ
り
、
時

節
柄
満
開
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
時
期
に

久
し
ぶ
り
に
宿
を
訪
れ
た
業
平
に
対
し
て
詠
じ
ら
れ
た
の
が
「
あ
だ

な
り
と
」
歌
で
あ
る
。
桜
は
、「
枝
よ
り
も
あ
だ
に
散
り
に
し
花
な

れ
ば
落
ち
て
も
水
の
泡
と
こ
そ
な
れ
（
古
今
・
春
下
・
八
一
・
菅
野

高
世
）」「
花
よ
り
も
人
こ
そ
あ
だ
に
な
り
に
け
れ
い
づ
れ
を
さ
き
に

恋
ひ
む
と
か
見
し
（
同
・
哀
傷
・
八
五
〇
・
紀
茂
行
）」
な
ど
と
あ

る
よ
う
に
、
儚
く
散
り
や
す
い
花
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
認
識
を
逆
手
に
と
り
、
散
り
や
す
い
花
だ
と
評
判
に
な
っ

て
い
る
桜
花
だ
け
れ
ど
、
年
に
稀
に
し
か
訪
れ
な
い
人
で
も
散
ら
ず

に
待
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
と
詠
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
あ
だ
」
と

い
う
言
葉
に
は
散
り
や
す
い
と
い
う
意
味
の
他
に
、「
女
郎
花
お
ほ

か
る
野
辺
に
宿
り
せ
ば
あ
や
な
く
あ
だ
の
名
を
や
立
ち
な
む
（
古

今
・
秋
上
・
二
二
九
・
小
野
美
材
）」
や
「
秋
と
い
へ
ば
よ
そ
に
ぞ

聞
き
し
あ
だ
人
の
我
を
ふ
る
せ
る
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
同
・
恋

五
・
八
二
四
・
読
人
し
ら
ず
）」
と
い
う
よ
う
に
「
浮
気
な
」
と
い

う
意
味
も
持
つ
こ
と
か
ら）
1（
（

、
宿
の
主
人
が
桜
に
自
分
自
身
を
仮
託
し

て
、
浮
気
者
と
噂
さ
れ
て
い
る
私
で
す
が
稀
に
し
か
訪
れ
な
い
貴
方

の
こ
と
を
一
途
に
待
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
と
い
う
気
持
ち
を
述
べ
て

い
る
と
す
る
の
も
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
歌
へ
の
返
歌
が
、
業
平
の
「
今
日
来
ず
は
明
日
は
雪
と

ぞ
降
り
な
ま
し
消
え
ず
は
あ
り
と
も
花
と
見
ま
し
や
」
で
あ
る
。
そ

の
ま
ま
の
意
味
で
解
釈
す
れ
ば
、
今
日
来
な
け
れ
ば
こ
こ
に
咲
く
桜

は
明
日
に
は
雪
と
降
る
で
あ
ろ
う
、
消
え
ず
に
残
っ
て
い
た
と
し
て

も
花
と
見
る
だ
ろ
う
か
、
と
な
る
。
契
沖
の
『
古
今
餘
材
抄
』
に

「
下
の
心
は
け
ふ
き
た
れ
は
こ
そ
も
と
の
心
に
て
待
つ
け
た
る
や
う

に
は
の
た
ま
へ
後
に
き
た
ら
ま
し
か
は
心
の
か
は
り
て
そ
の
人
と
も

見
し
と
也
」
と
あ
る
他
、
窪
田
空
穂
氏
は
「
待
っ
た
と
は
い
う
が
、

自
分
が
も
し
今
日
来
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
明
日
は
早
く
も
心
が
移
っ

て
し
ま
っ
て
い
よ
う
。
た
と
い
あ
な
た
の
身
は
あ
ろ
う
と
も
、
我
が

も
の
と
見
よ
う
か
、
見
ら
れ
は
し
な
い）
11
（

」
と
し
、
片
桐
洋
一
氏
も

「
私
が
今
日
来
な
け
れ
ば
、
二
人
の
間
も
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
よ）
11
（

」
と
す
る
よ
う
に
、
桜
の
落
花
に
言
寄
せ
て
本
心
で
は
相

手
の
心
変
わ
り
を
な
じ
る
意
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
松
田
武

夫
氏
は
恋
愛
的
要
素
を
否
定
し
「
単
純
な
桜
の
花
に
対
す
る
空
想
と

解
釈
さ
れ
る）
11
（

」
と
す
る
。

　

業
平
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
桜
の
落
花
と
雪
の
見
立
て
に
関
し
て

は
、
諸
注
は
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
。
片
桐
氏
が
「
雪
と
の
み
降

る
だ
に
あ
る
を
さ
く
ら
花
い
か
に
散
れ
と
か
風
の
吹
く
ら
む
（
古

今
・
春
下
・
八
六
・
凡
河
内
躬
恒
）」
と
「
駒
並
め
て
い
ざ
見
に
ゆ

か
む
故
里
は
雪
と
の
み
こ
そ
花
は
散
る
ら
め
（
同
・
春
下
・
一
一

一
・
読
人
し
ら
ず
）」
の
二
首
を
例
に
挙
げ
つ
つ
「
桜
の
散
る
の
を

「
雪
」
に
喩
え
る
の
は
、
き
わ
め
て
一
般
的
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
取
り
立
て
る
ほ
ど
特
徴
的
な
表
現
で
は
な
い
た
め
で
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あ
ろ
う）
11
（

。

　

し
か
し
、
先
に
み
て
き
た
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見

立
て
と
比
較
す
る
と
、
あ
る
共
通
点
が
あ
る
の
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、

花
の
種
類
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
歌
に
お
い
て
も
落
花
と
雪
の
見

立
て
が
庭
園
と
い
っ
て
よ
い
場
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
業
平
の
場
合
、
桜
の
樹
は
来
訪
先
の
主
人
の
宿
に
植
え

ら
れ
て
い
た
。
花
び
ら
が
散
る
と
し
た
ら
そ
の
敷
地
内
、
つ
ま
り
庭

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
桜
の
樹
は
、
雪
に
見
立
て
ら
れ
る
ほ
ど
に

多
く
の
花
び
ら
を
有
す
る
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

貧
弱
な
樹
で
あ
れ
ば
、
例
え
明
日
全
て
の
花
び
ら
一
斉
に
散
っ
た
と

し
て
も
、
雪
が
降
り
敷
い
た
と
は
思
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
業
平
の

歌
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
は
、
単
に
桜
の
花
び
ら
の
白
さ
か

ら
雪
に
見
立
て
た
と
い
う
以
外
に
、『
万
葉
集
』
で
用
い
ら
れ
て
き

た
庭
園
に
お
け
る
落
花
と
雪
の
見
立
て
の
手
法
や
認
識
を
継
承
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
、
承
均
「
桜
散
る
」
歌
に
つ
い
て

　

雲
林
院
に
て
桜
の
花
の
散
り
け
る
を
見
て
よ
め
る

桜
散
る
花
の
所
は
春
な
が
ら
雪
ぞ
降
り
つ
つ
消
え
が
て
に
す
る

�

（
春
下
・
七
五
・
承
均
法
師
）

　

詞
書
に
あ
る
雲
林
院
と
は
、
京
都
市
北
区
紫
野
に
あ
る
寺
院
の
こ

と
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
淳
和
天
皇
の
離
宮
で
あ
っ
た
が
、
仁
明
天

皇
の
時
代
に
常
康
親
王
へ
伝
領
さ
れ
た
。
常
康
親
王
に
と
っ
て
雲
林

院
は
「
避
レ

躁
之
地
、
名
二

雲
林
院
一

。
始
皇
子
入
道
、
安
二

禅
此
院
一

、

便
命
二

弟
子
一

、
勾
二

当
家
事
一

。（『
菅
家
文
草
』・
巻
第
十
一
・
六
四

五
）」
と
い
う
よ
う
に
、
世
俗
か
ら
離
れ
て
仏
道
修
行
に
励
む
こ
と

の
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
。
常
康
親
王
亡
き
後
は
遍
昭
に
引
き
継
が

れ
元
慶
寺
の
別
院
と
な
る
。『
菅
家
文
草
』・
巻
第
六
・
四
三
一
・

「
扈
二

従
雲
林
院
一

、
不
レ

勝
二

感
歎
一

、
聊
敍
レ

所
レ

観
」
の
序
文
に

「
供
奉
無
レ

物
、
唯
花
色
與
二

鳥
声
一

」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
集
・
四

三
二
・「
行
幸
後
朝
、
憶
二

雲
林
院
勝
趣
一

、
戯
呈
二

吏
部
紀
侍
郎
一

」

に
「
把
レ

酒
空
論
深
浅
戸
、
看
レ

花
只
倦
往
還
程
」
と
あ
る
よ
う
に
、

古
来
よ
り
花
の
名
所
で
あ
っ
た
。

　

歌
の
作
者
で
あ
る
承
均
法
師
に
つ
い
て
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
（
以
下
、
全
集
と
す
る
）
は
「
元
慶
（
八
七
七
～
八
五
年
）
ご
ろ

の
人
か）
11
（

」
と
す
る
が
、
生
没
年
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。『
古
今
和
歌

集
』
の
配
列
で
は
、
承
均
歌
の
前
に
、
雲
林
院
に
関
係
す
る
人
物
で

あ
る
惟
喬
親
王
が
遍
昭
に
送
っ
た
歌
が
あ
り
、
承
均
歌
の
後
に
は
、

雲
林
院
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
素
性
の
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
承

均
自
身
も
雲
林
院
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
歌
の
持
つ
大
き
な
問
題
点
は
、「
花
の
所
」
と
い
う
語
の
解

釈
で
あ
る
。『
古
今
集
遠
鏡
』
は
「
桜
花
ノ
チ
ル
所
ヘ
キ
テ
見
レ
バ
」

と
し
て
お
り
、
松
田
武
夫
氏
も
同
じ
く
「
桜
の
花
の
散
る
場
所
は）
11
（

」

と
す
る
。
窪
田
空
穂
氏
は
「
桜
が
、
散
る
花
と
な
っ
て
い
る
場
所
、
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す
な
わ
ち
樹
上
は
、
春
の
光
景
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
散
っ
て
落
ち
た

樹
下
は
、
冬
の
も
の
の
雪
だ
け
が
積
っ
て
、
冬
ら
し
く
消
え
ら
れ
ず

に
い
る
こ
と
で
あ
る）
11
（

」
と
い
う
よ
う
に
樹
上
を
指
す
と
し
て
訳
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、「
花
の
所
」
を
「
花
の
散
る
場
所
」
と
解
釈
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
全
集
は
「
美
し
い
花
（
桜
）
で

有
名
な
所
の
意
で
あ
ろ
う）
11
（

」
と
す
る
。
片
桐
洋
一
氏
も
「
桜
が
散
る

こ
の
花
の
名
所
に
お
い
て
は
」
と
し
、「
花
の
所
」
の
解
釈
に
つ
い

て
は
「
①
花
の
咲
い
て
い
る
所
と
す
る
説
と
②
花
の
名
所
と
す
る
説

が
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
②
の
意
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か

ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る）
11
（

。

　

「
花
の
所
」
と
い
う
言
葉
は
同
時
代
や
過
去
の
歌
に
用
例
が
な
く
、

ま
た
、
同
時
代
の
漢
詩
文
に
も
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
「
花
處
」
と
い

う
言
葉
で
は
、
孟
浩
然
に
次
の
例
が
あ
る
。
尚
、『
大
漢
和
辞
典
』

に
よ
る
と
「
所
」
は
「
處
」
に
通
じ
る
と
さ
れ
る）
1（
（

。
以
下
、「
處
」

は
旧
字
体
の
ま
ま
用
い
る
。

「
登
二

望
楚
山
最
高
頂
一

」

山
水
観
二

形
勝
一

、
襄
陽
美
二

会
嵇
一

。
最
髙
惟
望
楚
、
曾
未
二

一

攀
躋
一

。
石
壁
疑
二

削
成
一

、
衆
山
比
全
低
。
晴
明
試
登
陟
、
目

極
無
二

端
倪
一

。
雲
夢
掌
中
小
、
武
陵
花
處
迷
。
瞑
還
帰
騎
下
、

蘿
月
映
二

深
渓
一

。

襄
陽
の
最
髙
山
で
あ
る
望
楚
山
に
登
り
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
を
賦
し

た
も
の
で
あ
る
が
、「
雲
夢
掌
中
小
、
武
陵
花
處
迷
」
と
あ
り
、
新

釈
漢
文
大
系
は
「
雲
夢
沢
も
手
の
中
に
収
ま
る
ほ
ど
に
小
さ
く
、
武

陵
は
桃
の
花
咲
く
中
に
人
を
迷
わ
す
」
と
訳
し
て
い
る）
11
（

。「
武
陵
」

は
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
で
あ
り
、
武
陵
の

人
が
道
に
迷
い
、「
桃
花
林
」「
水
源
」
を
越
え
て
理
想
郷
に
辿
り
つ

い
た
と
い
う
物
語
を
も
と
に
し
て
い
る
。

　

孟
浩
然
の
詩
中
に
あ
る
「
花
處
」
は
「
桃
花
林
」
を
意
味
し
て
い

る
と
解
釈
で
き
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
例
を
み
る
と
承
均
の
「
花
の

所
」
に
つ
い
て
も
、
花
の
種
類
は
異
な
る
も
の
の
、
桜
の
群
生
す
る

場
所
、
桜
林
、
花
の
名
所
と
い
っ
た
意
味
に
解
釈
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
や
は
り
、
承
均
の
歌
は
、
花

の
名
所
の
雲
林
院
で
境
内
に
散
る
桜
の
落
花
を
雪
に
見
立
て
て
詠
ま

れ
た
も
の
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

「
春
な
が
ら
」
で
用
い
ら
れ
る
「
な
が
ら
」
と
い
う
語
は
、「
夏

の
夜
は
ま
だ
よ
ひ
な
が
ら
明
け
ぬ
る
を
雲
の
い
づ
こ
に
月
や
ど
る
ら

む
（
古
今
・
夏
・
一
六
六
・
清
原
深
養
父
）」
な
ど
に
例
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
歌
の
「
ま
だ
よ
ひ
な
が
ら
明
け
ぬ
る
」
と
い
う
部
分
は
、

ま
だ
宵
の
ま
ま
で
あ
る
の
に
夜
が
明
け
て
ゆ
く
と
い
う
、
二
つ
の
事

柄
が
並
行
し
て
起
き
て
い
る
状
態
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
承
均
の
歌

に
お
け
る
「
春
な
が
ら
」
も
、
春
の
季
節
で
あ
り
な
が
ら
冬
の
よ
う

に
雪
が
降
る
、
と
い
う
春
の
情
景
と
冬
の
情
景
が
並
行
し
て
み
ら
れ

る
こ
と
の
矛
盾
を
詠
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
雪
ぞ
降
り
つ
つ
」

は
反
復
を
表
す
接
続
助
詞
で
あ
り
、「
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
降
っ
て
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は）
11
（

」、「
降
り
続
い
た）
11
（

」
と
さ
れ
る
。「
消
え
が
て
に
す
る
」
は
消
え

に
く
そ
う
に
し
て
い
る
、
の
意
で
あ
る
。
全
体
を
通
じ
て
解
釈
す
れ

ば
、
桜
が
群
生
す
る
花
の
名
所
で
あ
る
雲
林
院
で
は
、
春
で
あ
る
の

に
雪
が
後
か
ら
後
か
ら
降
っ
て
は
、
降
り
積
も
っ
て
消
え
に
く
そ
う

に
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
の
歌
で
あ
る
。

　

「
春
な
が
ら
雪
ぞ
降
り
つ
つ
消
え
が
て
に
す
る
」
と
い
う
矛
盾
は
、

花
の
名
所
で
あ
る
雲
林
院
の
桜
林
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
景
は
、
ま
る
で
桃
源
郷
の
よ
う
に
美
し
い
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
あ
る
特
定
の
場
所
で
、
そ
の
場
所
に
咲
き
散
る
花
の
美

し
さ
を
鑑
賞
す
る
際
に
落
花
と
雪
の
見
立
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
は
、『
万
葉
集
』
の
歌
や
業
平
の
歌
と
共
通
し
て
い
る
と

い
え
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
業
平
や
承
均
の
歌
に
お
け
る
桜
と
雪
の

見
立
て
は
、『
万
葉
集
』
の
よ
う
に
「
苑
」「
園
」「
庭
」
と
い
う
言

葉
と
共
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
人
の
宿
や
寺
の
境
内
な

ど
特
定
の
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
の
花
の
美
し
さ
に
触
発
さ
れ

て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
桜
と
庭
園

　

『
万
葉
集
』
で
は
庭
に
咲
く
梅
や
李
の
落
花
が
雪
に
見
立
て
ら
れ

た
の
に
対
し
、
業
平
歌
や
承
均
歌
で
は
庭
や
境
内
に
咲
く
桜
の
落
花

が
雪
に
見
立
て
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
時
代

的
な
変
化
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

梅
は
八
世
紀
に
日
本
に
渡
来
し
、
以
降
人
々
に
愛
好
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
の
当
時
桜
は
ど
の
よ
う
な
花
と
し
て
万
葉

人
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

足
代
過
ぎ
て
糸
鹿
の
山
の
桜
花
散
ら
ず
も
あ
ら
な
む
帰
り
来
る

ま
で�

（
巻
第
七
・
一
二
一
二
）

あ
し
ひ
き
の
山
桜
花
日
並
べ
て
か
く
し
咲
け
ら
ば
は
だ
恋
ひ
め

や
も�

（
巻
第
八
・
一
四
二
五
）

春
雨
の
し
く
し
く
降
る
に
高
円
の
山
の
桜
は
い
か
に
か
あ
る
ら

む�

（
巻
第
八
・
一
四
四
〇
・
河
辺
東
人
）

阿
保
山
の
桜
の
花
は
今
日
も
か
も
散
り
紛
ふ
ら
む
見
る
人
な
し

に�

（
巻
第
一
〇
・
一
八
六
七
）

見
渡
せ
ば
春
日
の
野
辺
に
霞
立
ち
咲
き
に
ほ
へ
る
は
桜
花
か
も

�

（
巻
第
一
〇
・
一
八
七
二
）

　

こ
れ
ら
は
山
や
野
辺
の
桜
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
和
歌
植
物

表
現
辞
典
』「
桜
」
の
項
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
サ
ク
ラ
が
日
本

全
国
い
た
る
と
こ
ろ
に
自
生
し
、
春
の
山
野
を
は
な
や
か
に
彩
る）
11
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、
万
葉
の
人
々
は
山
野
に
自
生
す
る
桜
を
多
く
詠
じ

て
い
た
。
中
川
正
美
氏
は
『
万
葉
集
』
の
桜
に
つ
い
て
「
桜
の
所
在

を
詠
み
込
む
場
合
は
、
二
七
例
の
う
ち
二
三
例
が
邸
宅
を
離
れ
た
郊

外
の
山
で
あ
り
、
峰
や
丘
や
坂
で
あ
っ
て
、
庭
前
の
桜
を
詠
む
の
は

四
例
で
し
か
な
い
。
万
葉
人
に
と
っ
て
桜
は
「
国
の
は
た
て
に
咲
き
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に
け
る
」（
一
四
二
九
）
花
で
、
古
来
人
々
は
郊
外
に
赴
い
て
そ
こ

こ
こ
に
自
生
す
る
桜
を
鑑
賞
し
て
き
た
ら
し
い）
11
（

」
と
指
摘
す
る
。
ま

た
、
折
口
信
夫
氏
は
「
花
の
話
」
の
中
で
、「
三
月
の
木
の
花
は
桜

が
代
表
し
て
居
る
。
屋
敷
内
に
桜
を
植
え
て
、
其
を
家
桜
と
言
っ
た
。

屋
敷
内
に
植
え
る
木
は
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
桜
の
木

も
元
は
、
屋
敷
内
に
入
れ
な
か
っ
た
。
其
は
、
山
人
の
所
有
物
だ
か

ら
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
昔
の
桜
は
、
山
の
桜
の
み
で

あ
っ
た
。
遠
く
か
ら
桜
の
花
を
眺
め
て
、
そ
の
花
で
稲
の
実
り
を

占
っ
た
。
花
が
早
く
散
っ
た
ら
大
変
で
あ
る）
11
（

」
と
す
る
。
で
は
、
庭

園
の
桜
を
詠
じ
た
四
首
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、

Ａ
や
ど
に
あ
る
桜
の
花
は
今
も
か
も
松
風
速
み
地
に
散
る
ら
む

�

（
巻
第
八
・
一
四
五
八
・
厚
見
王
）

Ｂ�

世
の
中
も
常
に
し
あ
ら
ね
ば
や
ど
に
あ
る
桜
の
花
の
散
れ
る

こ
ろ
か
も�

（
巻
第
八
・
一
四
五
九
・
久
米
女
郎
）

Ｃ�

春
雨
に
争
ひ
か
ね
て
我
が
や
ど
の
桜
の
花
は
咲
き
そ
め
に
け

り�

（
巻
第
一
〇
・
一
八
六
九
）

Ｄ�

我
が
背
子
が
古
き
垣
内
の
桜
花
い
ま
だ
含
め
り
一
目
見
に
来

ね�

（
巻
第
十
八
・
四
〇
七
七
・
大
伴
家
持
）

と
い
っ
た
歌
に
な
る
。
Ａ
は
、
宿
に
あ
る
桜
の
花
は
松
風
が
早
い
の

で
散
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
。
そ
れ
に
対
す
る
返
歌
が
Ｂ

で
あ
り
、
世
の
中
も
常
で
は
な
い
の
で
桜
の
花
も
散
っ
て
い
る
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
、
と
す
る
。
桜
の
落
花
を
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
落
花

を
賛
美
す
る
態
度
は
み
ら
れ
な
い
。
Ｃ
の
「
春
雨
に
」
歌
は
、
桜
の

咲
き
始
め
を
詠
じ
て
い
る
。
Ｄ
は
家
持
が
池
主
へ
贈
っ
た
も
の
で
あ

り
、
池
主
の
旧
邸
に
植
え
ら
れ
て
い
る
桜
は
ま
だ
蕾
の
ま
ま
な
の
で

一
目
見
に
来
て
く
だ
さ
い
、
と
誘
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
盛
り

に
向
か
う
桜
花
を
鑑
賞
し
よ
う
と
い
う
心
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
歌
に
お
い
て
は
、
桜
の
落
花
を
美
し
い
も
の
と
し
て
讃
美
し

よ
う
と
す
る
態
度
は
み
ら
れ
な
い
。
梅
や
李
と
異
な
り
、
桜
の
落
花

を
雪
に
見
立
て
た
も
の
も
み
ら
れ
な
い
。

　

大
き
な
変
化
が
訪
れ
た
の
は
、
平
安
時
代
の
仁
明
天
皇
の
時
代
で

あ
る
。
中
世
の
百
科
事
典
で
あ
る
『
拾
芥
抄
』
の
宮
城
部
第
十
九
に

は
南
殿
の
植
物
に
つ
い
て
、

桜
樹
者
本
是
梅
也
。
桓
武
天
皇
遷
都
之
日
所
レ

被
レ

殖
也
。
而

及
二

承
和
年
中
一

枯
失
。
乃
仁
明
天
皇
被
二

改
殖
樹
一

也
。

と
あ
り
、
桓
武
天
皇
遷
都
の
日
に
梅
が
植
え
ら
れ
た
が
承
和
年
間
に

枯
れ
失
せ
て
し
ま
い
、
仁
明
天
皇
が
改
め
て
桜
を
植
樹
し
た
と
い
う
。

ま
た
、『
菅
家
文
草
』「
春
、
惜
二

桜
花
一

、
応
レ

製
。（
巻
第
五
・
三
八

四
）」
の
序
文
に
は
、

承
和
之
代
、
清
涼
殿
東
二
三
歩
、
有
二

一
桜
樹
一

。
樹
老
代
亦
変
。

代
変
樹
遂
枯
。
先
皇
馭
暦
之
初
、
事
皆
法
二

則
承
和
一

。
特
詔
二

知
レ

種
レ

樹
者
一

、
移
二

山
木
一

、
備
二

庭
実
一

。

と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
く
仁
明
天
皇
の
承
和
年
間
に
、
清
涼
殿
に
桜

の
樹
が
植
え
ら
れ
て
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
後
世
に
そ
の
桜
の
樹
が
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枯
れ
た
際
に
は
、
承
和
に
法
り
山
木
を
移
し
て
庭
に
植
え
た
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
仁
明
天
皇
の
際
に
も
山
の
桜
樹
を
清
涼
殿
付
近
に
植
樹

し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

仁
明
天
皇
は
桜
へ
強
い
愛
着
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
三
月
十
日
条
に
は
「
往

年
、
先
皇
有
レ

聞
二

大
臣
家
園
桜
樹
甚
美
一

。
戯
許
二

大
臣
一

。
以
二

明
年

之
春
有
一レ

翫
二

其
花
一

」
と
あ
り
、
生
前
、
良
房
邸
の
庭
園
の
桜
花
を

鑑
賞
す
る
こ
と
を
楽
し
み
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
こ
の
良
房
邸
へ
は
文
徳
天
皇
や
清
和
天
皇
も
行
幸
す
る
が
、
い

ず
れ
も
桜
の
季
節
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
『
古
今
和
歌
集
』
に
は
、「
花
ざ
か
り
に
京
を
見
や
り
て

よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
「
見
渡
せ
ば
桜
柳
を
こ
き
ま
ぜ
て
都

ぞ
春
の
錦
な
り
け
る
（
春
上
・
五
六
・
素
性
法
師
）」
と
い
う
歌
が

あ
り
、
平
安
時
代
前
期
に
は
京
の
都
中
に
桜
の
樹
が
植
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

『
万
葉
集
』
で
は
、
桜
は
主
に
山
野
に
自
生
す
る
も
の
で
あ
り
、

宿
に
植
え
ら
れ
た
場
合
も
個
人
的
な
贈
答
の
中
で
詠
ま
れ
て
い
た
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
梅
は
、
貴
族
の
庭
園
に
植
え
ら
れ
、

宴
の
場
で
鑑
賞
さ
れ
て
詩
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
平
安
時
代
に
な
る

と
、
梅
は
引
き
続
き
愛
玩
さ
れ
つ
つ
も
、
天
皇
や
上
流
貴
族
の
間
で

桜
を
山
野
か
ら
自
邸
へ
と
植
樹
し
、
鑑
賞
す
る
と
い
う
動
き
が
急
速

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
動
き
が
起
こ
っ
た
一
因
と
し

て
、
天
皇
や
貴
族
や
文
人
た
ち
を
招
い
て
大
規
模
な
観
桜
の
宴
を

度
々
催
し
て
文
学
活
動
を
促
し
た
藤
原
良
房
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
が
、
後
の
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
、

花
と
い
え
ば
桜
を
指
す
ま
で
に
大
き
な
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
へ
繋

が
っ
て
い
く）
11
（

。
先
に
見
た
業
平
や
承
均
も
、
人
々
が
邸
宅
で
桜
を
鑑

賞
し
は
じ
め
た
時
代
を
生
き
た
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
両
者
が
、
宿
や

寺
院
と
い
う
人
の
管
理
下
に
あ
る
桜
に
対
し
て
、
落
花
を
雪
の
見
立

て
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
流
行
の

最
先
端
に
い
た
良
房
邸
の
観
桜
の
宴
で
、「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う

詩
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
偶
然
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
良
房
邸
で
「
落
花
無
数
雪
」
が
用
い
ら
れ
た

　
　

背
景
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
良
房
邸
で
の
観
桜
宴
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
ど
の
よ
う
な
情
景
の
中
で
「
落
花
無
数
雪
」
は
用
い
ら
れ
た
の

か
、
記
載
に
沿
い
な
が
ら
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
。
冒
頭
で
紹
介
し

た
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
一
日
の
記
載
を
、
再
度
引
用
す
る
。

鸞
輿
幸
二

太
政
大
臣
東
京
染
殿
第
一

。
観
二

桜
花
一

。
王
公
已
下
及

百
官
扈
従
。
天
皇
御
二

釣
台
一

。
観
二

釣
魚
一

。
遷
二

射
殿
一

。
御
二

弓
矢
一

。
王
公
已
下
以
レ

次
射
。
御
二

東
門
一

覧
二

耕
田
農
夫
田
婦
一

。

雑
楽
皆
作
。
還
‐
二

御
望
遠
亭
一

。
覧
‐
二

翫
花
樹
一

。
伶
人
陪
二
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於
歌
榭
一

。
皷
鐘
備
陳
。
絲
竹
繁
会
。
童
男
妓
女
。
花
間
迭
舞
。

喚
二

能
属
レ

文
者
数
人
一

。
賦
二

落
花
無
数
雪
詩
一

。
終
日
楽
飲
。

皇
歓
是
洽
。
群
臣
具
醉
。
宴
竟
。
親
王
已
下
五
位
已
上
及
六
府

将
監
尉
已
下
賜
レ

禄
各
有
レ

差
。
五
位
已
上
未
レ

得
二

解
由
一

者
預

焉
。
日
暮
車
駕
還
宮
。

　

清
和
天
皇
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
二
十
五
日
に
生
ま
れ
、

同
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、
誕
生
か
ら
八
か
月
で
皇
太
子
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
九
歳
で
即
位
、
貞
観
六
年
（
八

六
四
）
に
元
服
し
た
。
良
房
邸
へ
行
幸
し
た
貞
観
八
年
（
八
六
六
）

の
時
点
で
は
御
年
十
七
歳
、
即
位
か
ら
八
年
、
元
服
し
て
か
ら
わ
ず

か
二
年
の
年
若
い
天
皇
で
あ
っ
た
。

　

良
房
邸
で
は
ま
ず
「
天
皇
御
二

釣
台
一

。
観
二

釣
魚
一

」
と
あ
る
。
釣

魚
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
嵯
峨
天
皇
が
藤
原
冬
嗣
の
閑
院
へ
行
幸
し

た
際
の
詩
に
「
避
レ

暑
時
来
間
院
裏
、
池
亭
一
把
釣
魚
竿
。（『
凌
雲

集
』・
一
〇
・「
夏
日
左
大
将
軍
藤
冬
嗣
閑
居
院
」）」
と
あ
り
、
釣
魚

に
興
じ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
行
幸
に
同
伴
し
た
滋
野
貞
主

は
「
水
上
青
蘋
莫
レ

赴
レ

浪
、
君
王
少
選
愛
二

遊
魚
一

。（『
凌
雲
集
』・

八
四
・「
夏
日
陪
幸
一

左
大
将
藤
原
冬
嗣
閑
居
院
二

、
応
製
」）」
と
詠

む
。
君
主
と
魚
と
の
結
び
つ
き
は
『
詩
経
』
に
例
が
み
ら
れ
る
と
さ

れ
る）
11
（

。
廣
安
春
華
氏
は
滋
野
貞
主
の
詩
に
つ
い
て
「
臣
下
を
遊
魚
に

例
え
、
魚
を
優
し
く
眺
め
る
天
皇
に
臣
下
ら
へ
の
恩
恵
の
深
さ
を
重

ね
て
い
る
の
で
あ
る）
11
（

」
と
す
る
。
釣
魚
は
、
天
皇
の
慈
悲
を
臣
下
に

知
ら
し
め
る
意
味
も
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、
天
皇
が
弓

矢
を
射
て
、
臣
下
た
ち
も
続
け
て
矢
を
射
る
。
こ
れ
も
武
芸
に
秀
で

た
天
皇
の
姿
を
周
知
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
御
二

東
門
一

覧
二

耕
田
農
夫
田
婦
一

」
と
あ
る
が
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
二
月
二

十
五
日
条
の
清
和
天
皇
が
染
殿
第
に
行
幸
し
た
際
の
記
録
に
も
「
山

城
国
司
守
正
四
位
下
紀
朝
臣
今
守
等
率
二

郡
司
百
姓
於
東
垣
外
一

。

行
二

耕
田
之
礼
一

。
欲
レ

令
三レ

帝
覧
レ

之
。
知
二

農
民
之
有
一レ

事
也
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
皇
に
農
民
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い

う
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
内
容
を
見
る
と
、
良
房
邸
へ
の
行
幸
に
お
け
る
前
半
の

日
程
は
、
清
和
天
皇
に
天
皇
と
し
て
必
要
な
慈
悲
や
武
芸
の
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
、
農
民
の
生
活
に
関
心
の
あ
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
と

い
う
目
的
の
も
と
に
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
天
皇
と
し
て
の
資
質
を
、
扈
従
し
た
百
官
の
群
臣
に
披
露
す
る

意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
か
ら
、「
望
遠
亭
」
へ
移
動
し
て
花
樹
を
愛
で
、
舞
を
観
覧

す
る
。
こ
こ
で
の
「
亭
」
は
「
庭
園
な
ど
に
営
ま
れ
た
あ
づ
ま
や
」

と
解
せ
る）
1（
（

。
名
前
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
園
内
の
桜
を
遠
く
ま
で
見
渡

せ
る
よ
う
な
建
物
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
詩
会
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
一
日
の
日
程
を
、
他
の
清
和
天
皇
の
行

幸
時
の
日
程
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

貞
観
六
年
（
八
六
四
）
二
月
二
十
五
日
条
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車
駕
幸
二

於
太
政
大
臣
東
京
染
殿
第
一

。
覧
二

桜
花
一

。
累
路
駐
二

蹕
於
一
條
第
一

。
即
是
帝
降
誕
之
処
也
。
太
政
大
臣
以
二

肴
醑
一

賜
二

扈
従
群
臣
文
武
官
一

。
積
二

禄
物
於
庭
中
一

令
二レ

帝
覧
一

。
訖

班
賜
有
レ

差
。
遂
幸
二

染
殿
花
亭
一

。
親
王
已
下
。
侍
従
已
上
並

侍
焉
。
太
政
大
臣
別
令
三

伶
人
教
‐
二

習
楽
一
部
一

。
喚
二

能
属
レ

文
者
五
位
已
上
十
人
。
諸
司
六
位
十
人
。
文
章
生
二
十
人
一

。

命
レ

楽
賦
レ

詩
。
具
醉
歓
楽
。
移
レ

自
二

花
亭
一

。
御
二

於
射
場
一

。

帝
御
二

弓
矢
一

。（
中
略
）。
山
城
国
司
守
正
四
位
下
紀
朝
臣
今
守

等
率
二

郡
司
百
姓
於
東
垣
外
一

。
行
二

耕
田
之
礼
一

。
欲
レ

令
三レ

帝

覧
レ

之
。
知
二

農
民
之
有
一レ

事
也
。
自
レ

晨
至
レ

暮
。
極
レ

楽
而
罷
。

賜
二

親
王
公
卿
文
武
百
僚
禄
一

各
有
レ

差
。
夜
分
還
宮
。

　

貞
観
八
年
（
八
六
六
）
三
月
二
十
三
日
条　

鸞
與
幸
二

右
大
臣
藤
原
朝
臣
良
相
西
京
第
一

。
観
二

桜
花
一

。
喚
二

文
人
一

賦
二

百
花
亭
詩
一

。
預
レ

席
者
四
十
人
。
四
位
四
人
。
五
位

八
人
。
六
位
二
十
八
人
。
天
皇
御
二

射
庭
一

。
賜
二

親
王
以
下
侍

従
以
上
射
一

。
左
右
近
近
衛
中
少
将
預
焉
。
中
レ

鵠
者
賜
レ

布
。

伶
官
奏
レ

楽
。
玄
髻
稚
歯
十
二
人
逓
出
而
舞
。
晩
奏
二

女
楽
一

。

歓
宴
竟
レ

日
。
賜
二

扈
従
百
官
禄
一

各
有
レ

差
。
夜
分
之
後
。
乗
輿

還
宮
。

　

前
者
の
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
二
月
二
十
五
日
の
行
幸
で
は
、
同

中
に
清
和
天
皇
降
誕
の
地
で
あ
る
一
條
第
に
寄
っ
た
後
、
染
殿
第
へ

向
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
太
政
大
臣
（
良
房
）
に
よ
る

「
以
二

肴
醑
一

賜
二

扈
従
群
臣
文
武
官
一

」
と
い
う
も
て
な
し
が
行
わ
れ

た
。
そ
こ
か
ら
花
亭
に
移
動
し
、「
喚
二

能
属
レ

文
者
五
位
已
上
十
人
。

諸
司
六
位
十
人
。
文
章
生
二
十
人
一

。
命
レ

楽
賦
レ

詩
。
具
醉
歓
楽
」

と
あ
る
よ
う
に
音
楽
の
演
奏
と
詩
会
を
と
も
な
う
宴
会
が
行
わ
れ
た
。

宴
が
終
わ
る
と
射
場
に
移
り
弓
矢
を
し
て
、
さ
ら
に
東
垣
外
に
移
動

し
て
「
耕
田
之
礼
」
を
見
学
し
た
と
い
う
。

　

後
者
の
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
三
月
二
十
三
日
の
良
相
の
西
京
第

へ
の
行
幸
で
は
、
は
じ
め
に
「
喚
二

文
人
一

賦
二

百
花
亭
詩
一

」
と
あ
る
。

そ
の
後
に
射
庭
に
移
動
し
て
弓
矢
を
行
う
の
は
染
殿
第
行
幸
時
と
同

じ
で
、
そ
の
後
に
、「
伶
官
奏
レ

楽
。
玄
髻
稚
歯
十
二
人
逓
出
而
舞
。

晩
奏
二

女
楽
一

。
歓
宴
竟
レ

日
」
と
あ
っ
て
音
楽
や
舞
を
楽
し
ん
だ
と

す
る
。

　

貞
観
六
年
（
八
六
四
）
二
月
二
十
五
日
の
染
殿
第
へ
の
行
幸
と
、

貞
観
八
年
（
八
六
六
）
三
月
二
十
三
日
の
西
京
第
へ
の
行
幸
に
共
通

す
る
の
は
、
天
皇
の
到
着
後
間
も
な
く
詩
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
一
日
の

良
房
邸
へ
の
行
幸
で
は
、
一
日
の
日
程
の
後
半
に
詩
会
が
催
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
詩
会
か
ら
宴
へ
と
移
っ
て
「
終
日
楽
飲
」
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
る
に
、
詩
会
と
宴
が
行
わ
れ
た
の
は
夕

暮
れ
時
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
他
の
行
幸

と
比
較
す
る
と
特
殊
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
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『
日
本
三
代
実
録
』
の
記
載
か
ら
、
こ
の
時
の
詩
会
の
情
景
を
推

測
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
閏
三
月
一
日
と
い
う
暮
春

の
夕
暮
れ
時
に
、
望
遠
亭
か
ら
庭
園
を
眺
め
る
。
そ
こ
で
は
桜
の
花

び
ら
が
無
数
の
雪
の
よ
う
に
降
り
積
も
り
、
そ
の
花
の
中
を
艶
や
か

な
妓
女
た
ち
が
舞
う
。
日
が
暮
れ
て
き
て
辺
り
が
暗
く
な
る
中
で
、

舞
い
散
る
桜
の
花
び
ら
の
白
さ
は
際
立
ち
、
ま
る
で
雪
が
降
っ
て
い

る
の
か
と
見
紛
う
ほ
ど
に
幻
想
的
で
美
し
い
情
景
が
、
そ
こ
に
集
っ

た
人
々
の
眼
下
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
美
を
表
現

し
た
の
が
「
落
花
無
数
雪
」
と
い
う
題
で
あ
り
、
も
し
こ
の
題
が
清

和
天
皇
の
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
こ
の
素
晴

ら
し
い
庭
園
の
所
有
者
で
あ
り
、
こ
の
空
間
を
演
出
し
た
良
房
へ
の

讃
美
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
も
一
部
を
引
用
し
た
が
、
か
つ
て
嵯
峨
天
皇
は
藤
原
冬
嗣
の

邸
宅
に
行
幸
し
た
際
、
次
の
よ
う
な
詩
を
賦
し
た
。

「
夏
日
左
大
将
軍
藤
冬
嗣
閑
居
院
」（『
凌
雲
集
』・
一
〇
）

避
レ

暑
時
来
間
院
裏
、
池
亭
一
把
釣
魚
竿
。
廻
塘
柳
翠
夕
陽
暗
、

曲
岸
松
声
炎
節
寒
。
吟
レ

詩
不
レ

厭
レ

搗
二

香
茗
一

、
乗
レ

興
偏
宜
レ

聴
二

雅
弾
一

。
暫
対
二

清
泉
一

滌
二

煩
慮
一

、
況
乎
寂
寞
日
成
レ

歓
。

　

傍
線
部
は
、
夏
の
暑
さ
を
避
け
る
た
め
に
閑
院
に
来
た
が
、
そ
こ

で
は
柳
の
翠
が
夕
日
の
中
で
暗
く
見
え
、
松
の
間
を
吹
く
風
の
声
が

炎
の
よ
う
な
季
節
に
寒
々
し
く
聞
こ
え
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

世
間
の
煩
わ
し
さ
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
閑
院
の
清
閑
な
様
子
が
、
そ
こ

に
植
え
ら
れ
て
い
る
植
物
を
通
じ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、
臣
下
の
邸
宅
へ
行
幸
し
た
天
皇
が
、
植
え

ら
れ
て
い
る
植
物
を
通
じ
て
庭
園
の
美
を
讃
え
る
こ
と
は
珍
し
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

貞
観
八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
一
日
の
清
和
天
皇
の
良
房
邸
へ
の

行
幸
は
、
清
和
天
皇
の
天
皇
と
し
て
の
資
質
を
多
く
の
臣
下
た
ち
の

前
で
披
露
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
詩
会
は
、
通
常

と
は
異
な
り
夕
暮
れ
時
に
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
庭
園
の
桜
や
当
日

の
演
出
が
最
も
美
し
く
鑑
賞
で
き
る
時
間
帯
に
良
房
が
設
定
し
た
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
良
房
の
こ
の
よ
う
な
も
て
な
し
を
受
け
、
日

の
傾
い
た
庭
園
の
中
で
落
花
を
雪
に
見
立
て
て
、
清
和
天
皇
が
提
示

し
た
題
が
「
落
花
無
数
雪
」
で
あ
る
。
典
拠
と
さ
れ
る
白
詩
で
は
、

限
り
な
い
時
を
表
現
す
る
「
無
限
」
で
あ
っ
た
箇
所
が
、
良
房
邸
で

の
詩
題
で
は
数
の
多
さ
を
表
す
「
無
数
」
に
変
え
ら
れ
た
。
清
和
天

皇
は
、
多
く
の
桜
の
樹
が
植
え
ら
れ
て
、
そ
れ
が
雪
に
紛
う
如
く
散

る
、
良
房
邸
の
庭
園
の
美
し
さ
を
讃
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
。

注（
１
）　

滝
川
幸
司
氏
は
「
桜
が
散
る
こ
と
│
古
今
集
桜
歌
の
漢
詩
文
基

盤
│
」（『
詞
林
』
十
二
、
一
九
九
二
年
十
月
）
の
中
で
、
貞
観
八
年
閏

三
月
一
日
良
房
邸
で
の
桜
宴
に
つ
い
て
「
注
目
す
べ
き
は
詩
題
で
あ
る
。
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「
落
花
無
数
雪
」
と
あ
る
。
桜
が
落
花
を
主
題
と
し
て
よ
ま
れ
た
最
も

古
い
例
が
、
こ
の
記
事
な
の
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
、「
桜
の
落
花
を

雪
に
見
立
て
た
最
初
は
先
に
あ
げ
た
良
房
の
桜
宴
で
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。
論
中
で
は
白
詩
に
つ
い
て
の
言
及
も
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
│
句
題
和
歌
・
千
載
佳

句
研
究
篇
│
』（
藝
林
舎
、
一
九
七
七
年
）、
後
藤
昭
雄
「
王
朝
の
漢

詩
」（『
日
本
文
学
講
座
九 

詩
歌
一
（
古
典
編
）』
収
録
、
大
修
館
書
店
、

一
九
八
八
年
）、
渡
辺
秀
夫
『
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』（
勉
誠
社
、

一
九
九
一
年
）
参
照
。
但
し
、
後
藤
昭
雄
氏
は
「
は
な
は
だ
近
い
が
、

全
く
一
致
す
る
も
の
を
な
お
見
出
し
え
て
い
な
い
」
と
す
る
。

（
３
）　

大
久
保
廣
行
『
筑
紫
文
学
圏
論 
大
伴
旅
人 

筑
紫
文
学
圏
』（
笠
間

書
院
、
一
九
九
八
年
）、「
第
二
章 
旅
人
の
文
学　

第
二
節 

重
層
的
発

想
」
参
照
。

（
４
）　

阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義 

四
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
七
『
萬
葉
集 

二
』（
小
学
館
、
一
九
九
五

年
）
等
参
照
。

（
５
）　

窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釋 

七
』（『
窪
田
空
穂
全
集 
第
十
九
巻
』
収

録
、
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）、
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注 
九
』

（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
九
『
萬
葉

集 

四
』（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
等
参
照
。

（
６
）　

中
西
進
編
『
大
伴
旅
人 

人
と
作
品
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
八
年
）

収
録
、
林
田
正
男
「
第
三
章 

大
宰
府
時
代
」
参
照
。

（
７
）　

岩
波
文
庫
『
万
葉
集 

二
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

（
８
）　

辰
巳
正
明
『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
二
年
）

参
照
。
尚
、「
梅
花
落
」
の
本
文
は
『
楽
府
詩
集
』（
臺
灣
中
華
書
局
、

一
九
六
五
年
）
に
拠
り
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
。

（
９
）　

前
掲
注
（
８
）
参
照
。

（
10
）　

前
掲
注
（
８
）
参
照
。

（
11
）　

中
西
進
『
万
葉
論
集 

第
三
巻 

万
葉
と
海
彼 

万
葉
歌
人
論
』（
講
談

社
、
一
九
九
五
年
）

（
12
）　

前
掲
注
（
11
）
参
照
。

（
13
）　

岩
城
秀
夫
『
漢
詩
美
の
世
界
』（
人
文
書
院
、
一
九
九
七
年
）

（
14
）　

前
掲
注
（
13
）
参
照
。

（
15
）　

金
井
清
一
「
庭
園
」（『
万
葉
の
歌
と
環
境
』
収
録
、
笠
間
書
院
、
一

九
九
六
年
）

（
16
）　

伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注 

三
』（
集
英
社
、
一
九
九
六
年
）
で
は
「
正

月
十
三
日
、
梅
は
か
な
り
咲
い
て
い
た
と
し
て
も
、
散
る
に
は
や
や
早

い
。
一
首
は
、
あ
く
ま
で
前
歌
の
「
散
り
ぬ
と
も
よ
し
」
と
い
う
仮
定

表
現
に
食
い
つ
き
、
白
雪
の
舞
い
落
ち
る
の
に
紛
う
ば
か
り
に
梅
の
花

の
散
る
世
界
を
、
言
葉
の
上
に
造
形
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
価
値
が

あ
る
」
と
す
る
。

（
17
）　

『
古
事
記
』（
中
巻
・
景
行
天
皇
）
倭
建
命
の
長
歌
に
「
ひ
さ
か
た

の　

天
の
香
具
山　

鋭
喧
に　

さ
渡
る
鵠　

…
…　

」
と
あ
り
、『
日

本
書
紀
』（
巻
第
十
二
・
仁
徳
天
皇
）
雌
鳥
皇
女
の
織
縑
女
人
等
の
歌

に
「
ひ
さ
か
た
の　

天
金
機　

雌
鳥
が　

織
る
金
機　

隼
別
の　

御
襲

料
」
と
あ
る
。
尚
、
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
依
る
。

（
18
）　

久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書

店
、
一
九
九
九
年
）

（
19
）　

中
西
進
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
第
三
巻　

万
葉
集
』（
角
川
書
店
、

一
九
七
六
年
）

（
20
）　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
国
文
學 

中
』（
塙
書
房
、
一
九
八

四
年
）
参
照
。

（
21
）　

辰
巳
正
明
氏
は
、『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』（
前
掲
注
（
８
））「
七 

古

代
の
歌
学　

第
一
章 

天
平
の
歌
学
び
」
の
中
で
、「
梅
花
の
歌
が
「
落
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梅
」
を
主
題
と
し
な
が
ら
も
、
一
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ

の
落
梅
の
詩
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
な
が
ら
詠
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
」
る
と
し
、「
そ
こ
に
は
翻
訳
的
な
表
現
や
直
訳
的
な
表

現
が
多
く
見
出
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
宴
の
歌
の
作
者
た
ち

は
、
自
分
の
歌
を
披
露
す
る
際
に
、
中
国
の
落
梅
の
詩
を
朗
誦
し
、
そ

の
詩
に
沿
っ
て
自
分
の
歌
を
披
露
す
る
と
い
っ
た
、
詩
と
歌
と
を
一
対

に
し
た
方
法
で
こ
の
賀
宴
に
用
意
し
披
露
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
」
と
す
る
。
例
え
ば
旅
人
歌
の
「
天
よ
り
雪
の
流
れ
く
る
か
も
」

に
つ
い
て
は
盧
照
鄰
の
詩
中
の
「
花
辺
似
雪
回
」
と
対
応
す
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
西
進
氏
も
『
万
葉
論
集 

第
三
巻 

万
葉
と
海

彼 

万
葉
歌
人
論
』（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）
の
中
で
「
ま
る
で
盧
照

鄰
の
「
花
辺
似
雪
回
」
を
ま
ね
た
感
す
ら
あ
る
の
は
、
北
辺
と
「
梅
花

落
」
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
22
）　

青
木
生
子
・
橋
本
達
雄
監
修
『
万
葉
こ
と
ば
事
典
』（
大
和
書
房
、

二
〇
〇
一
年
）、
松
田
聡
氏
執
筆
「
う
め
（
梅
）」
の
項
目
よ
り
引
用
し

た
。

（
23
）　

土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注 

八
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）

（
24
）　

窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釋 

七
』（『
窪
田
空
穂
全
集 

第
十
九
巻
』
収

録
、
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）

（
25
）　

前
掲
注
（
20
）
参
照
。

（
26
）　

橋
本
達
雄
『
万
葉
集
全
注 

巻
第
十
七
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）

（
27
）　

橋
本
達
雄
「
大
伴
書
持
の
追
和
歌
│
梅
花
の
歌
六
首
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て
│
」（『
国
文
学
科
報
』
十
二
、
一
九
八
四
年
三
月
）

（
28
）　

橋
本
四
郎
「
大
伴
書
持
追
和
の
梅
花
歌
」（『
萬
葉
』
一
一
六
、
一
九

八
三
年
十
二
月
）

（
29
）　

題
詞
に
あ
る
「
春
苑
」「
桃
李
」「
眺
矚
」
な
ど
の
言
葉
は
い
ず
れ
も

漢
籍
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
を

組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た
家
持
二
首
に
詠
じ
ら
れ
る
風
景
は
、
大
越
寛
文

氏
が
「
題
詞
の
「
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
之
暮
」
は
、
桃
李
花
詠
二

首
を
作
っ
た
時
期
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
作
品
に
詠
み
込
ま
れ
た

風
景
そ
の
も
の
は
、
そ
の
と
き
家
持
が
実
際
に
見
た
も
の
で
は
な
か
ろ

う
」（「
家
持
の
李
花
の
歌
」（『
四
国
大
学
紀
要
』
四
、
一
九
九
五
年
十

二
月
）
と
し
、
ま
た
、
鈴
木
道
代
氏
も
「「
わ
が
園
」
は
、
家
持
邸
の

実
景
で
は
な
く
、
家
持
の
意
識
の
中
に
浮
か
び
上
が
っ
た
春
の
苑
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
季
節
の
風
物
を
賞
美
す
る
「
眺
矚
」
と
い
う
視
点
に
よ

り
捉
え
ら
れ
た
庭
で
あ
る
と
い
え
る
」（『
大
伴
家
持
と
中
国
文
学
』、

笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
と
説
く
よ
う
に
、
実
景
を
詠
っ
た
も
の
で

は
な
く
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

（
30
）　

佐
藤
隆
「
春
苑
桃
李
歌
の
成
立
│
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が
放
つ
光
を
視
野

に
│
」（『
美
夫
君
志
』
九
十
九
、
二
〇
一
九
年
十
月
）

（
31
）　

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈 

上
』（
講
談
社
、
二
〇
一
九
年
）

参
照
。

（
32
）　

窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈 

上
』（
東
京
堂
、
一
九
六
〇
年
）

（
33
）　

前
掲
注
（
31
）
参
照
。

（
34
）　

松
田
武
夫
『
新
釈
古
今
和
歌
集 

上
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）

（
35
）　

前
掲
注
（
31
）
参
照
。

（
36
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
十
一
『
古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
一
九

九
四
年
十
一
月
）

（
37
）　

前
掲
注
（
34
）
参
照
。

（
38
）　

前
掲
注
（
32
）
参
照
。

（
39
）　

前
掲
注
（
36
）
参
照
。

（
40
）　

前
掲
注
（
31
）
参
照
。

（
41
）　

『
大
漢
和
辞
典 

修
訂
第
二
版
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
│
一
九

九
〇
年
）
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（
42
）　

新
釈
漢
文
大
系
『
王
維
・
孟
浩
然
』（
明
治
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）

（
43
）　

前
掲
注
（
34
）
参
照
。

（
44
）　

前
掲
注
（
31
）
参
照
。

（
45
）　

『
和
歌
植
物
表
現
辞
典
』（
東
京
堂
、
一
九
九
四
年
）

（
46
）　

中
川
正
美
「
万
葉
集
か
ら
古
今
集
へ
│
梅
花
の
表
現
│
」（『
古
代
中

世
和
歌
文
学
の
研
究
』
収
録
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

（
47
）　

折
口
信
夫
「
花
の
話
」（『
折
口
信
夫
全
集 

二
』
収
録
、
中
央
公
論

社
、
一
九
九
五
年
）。
尚
、
一
部
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
48
）　

こ
の
時
代
の
桜
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
秀
夫
『
詩
歌
の

森
│
日
本
語
の
イ
メ
ー
ジ
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
）
に
詳
し

い
。

（
49
）　

小
島
憲
之
『
國
風
暗
黒
時
代
の
文
學 
中
（
中
）』（
塙
書
房
、
一
九

七
九
年
）
で
は
、『
詩
経
』「
魚
藻
」
の
「
魚
在
在
レ

藻
、
有
レ

頒
其
首
。

王
在
在
レ

鎬
、
豈
楽
飲
レ

酒
。
魚
在
在
レ

藻
、
有
レ

莘
其
尾
。
王
在
在
レ

鎬
、

飲
酒
楽
豈
。
魚
在
在
レ

藻
、
依
二

于
其
浦
一

。
王
在
在
レ

鎬
、
有
レ

那
其
居
」

な
ど
を
例
に
挙
げ
る
。
尚
、『
詩
経
』
の
引
用
は
新
釈
漢
文
大
系
に
依

り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。

（
50
）　

廣
安
春
華
「
閑
院
庭
園
の
意
匠
と
利
用
に
関
す
る
研
究
│
閑
院
を
め

ぐ
る
漢
詩
か
ら
│
」（『
日
本
庭
園
学
会
誌
』
二
十
七
、
二
〇
一
三
年
三

月
）

（
51
）　

『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
│
一
九
九
九
年
）

　

�

本
文
引
用
は
以
下
の
通
り
。
歌
番
号
も
引
用
文
献
に
従
う
。
適
宜
表
記

を
改
め
た
箇
所
、
訓
点
を
加
え
た
箇
所
、
傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
あ
る
。

�

『
白
氏
文
集
』
…
新
釈
漢
文
大
系
、『
万
葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』
…
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
、『
古
今
餘
材
抄
』
…
『
古
今
集
古
注
釈
大
成
』（
誠
進

社
、
一
九
七
八
年
）、『
古
今
集
遠
鏡
』
…
東
洋
文
庫
、『
拾
芥
抄
』
…
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/2543900

）、『
菅
家
文
草
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
文

徳
天
皇
実
録
』『
日
本
三
代
実
録
』
…
新
訂
増
補
国
史
大
系
、『
凌
雲
集
』
…

『
國
風
暗
黒
時
代
の
文
學 

中
（
中
）』（
塙
書
房
、
一
九
七
九
年
）




